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外観につし，て

(東京大學院）卒山了也

師 ’
本質的な美しさを表現したもの、それが科學美だと云えよう。皀ﾛち復誰な機龍の要求

を満すべ〈、最小の材料により最も合理齢に美しく纏め上げられたものがそれてある。

船舶は如何にして近代釣なものに進歩して來たか－－その歩んだ道を見れば分るように

くもの巣のようにステーの張りめぐらされたマストやもくもくと煙をはく細長い何本も

の煙突、無数に立ち並んだベンチレーター等を整理し、フォームをより軍純なものに統

一して來たその歩みこそ、人類が造型美の上に確立した輝かしい歴史と云はねばならぬ

構造と技術とマテイアリアルの進歩がもたらしたデザインの必然性とも云える。

塒 能聯識
て機械美を像すところなく表現している。姉妹船オイ)1935年、83,432GTの厘船ノルマンディーは、船首

と2劃w≠豊…‘…雲総‘し一
．I

競藤:童:鯉撫壽蟹鰯竺R

"'l'=
マヅスの表現である。船らこれ位大きくなると海に深

疸造形的對照物として取扱える。

上
一

同
地
●
雨
湖
面
勾
可
蝿
●
画
●
１
司
郵
ｑ
ｌ
１
Ｉ
』
１
Ｊ
↑
ｈ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
！
‐
！

－ 3



個

…毎

ぎ

鑑
’

、q毎"らぼ8Fいきu句、亀諜吋冒

r~･浬栽分需､寂巡挿訂Wa吋勺を■弓?｡E鞭甲T、

恵二．電罵二二､電ﾆﾆﾆ剰語孟畠_頸

卜

ｰ

（3）現亦アメリカで訂.画IImの巫船っこｵしが定成すｵしば長さがざっと380mあるから塊･在世界妓大のクヰーンエリザ

ベス（長さ約300m)を采に辿抜く蕊になる。seaspead34ノツI､、船祥9000人、デザインは暇純化を徹頭徹尾やり

抜いた近代船舶、即ち荷役は船側の張鯛し式フ．－ムにより行わｵし、ボ．ー卜は汲上III板になくより下の111,版に稗さオし、

かくして雌_上III板は240mに及ぷすぱらしきサンデツヤと化し、航空機の輪逢も可能っ’
党

’
年に雌造さオし日本

ｵしるフランス祥船。

と、海の1ゲし､大き

中に、ク．リーンの

純IcIのボリューム

な感じは、20ilt紀

スであるっ
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津‘5）旋物船として雌もモタ．－ンなデザイ

ンつ心よい丸みを捗ったI'Iし､bridgehouse

に狗窓のリズミカルな剛舩、11oLIseと岬突

のしっくりと溶けあったI淵｛ll感、加うるに

bridgehouse"I'1ぃ部分に、sidescreen

bulwarkの窓の照し､祁分の船尼からの入り

方、そｲL雑がモタ･一ンな感綴を呼少起す,起因

である‐
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(7)

（7）ク･ロソ､スクとェくえifグロノ･スクだす船ハ･からmidship室で

大鵬に伸したl(mgf'cledeckの線，そｲLが大きく波jj.ってmain

deckに侈り、そ”ま山船尼甫で－．砿に延びているっl唯I雄築の辿

窓にヒントを{M:たようなsidescreenbulwarkのやり方、そｵしが

I部樵迩の''1とコン1､ラエトの意脈効果をi2げ、長さを弧I淵するに

役立っている。そｵしに煙突のすさ歯じく女.イナミツクな形は、クレ

ーンとnlaStの伽斜と共に前進力を呼び起すアツクセントとしてHえ

扱ｵﾉｵしている。

l950fI姓造のfel･ryboatでCopenhagenとAalborg間に就航。

（6）雛純な繰返し"ノコンポジションと舞えよ

う。識石運搬船なるが故に、II1央部に壁〈剛股

さオしたholdと、aftengineでしかも見越しツノ

鰯に高く筏み,lげらｲした船尼1I1板室は、必然的

にデザインを服純化している。5個のholdヅノ

恥純な繰返しのコン>ドジシヨンは、溌装の色と

共に近代的な感じであるっ肌しII1板篭の側mi"

塗つばし､所が玉にきず。
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(8)員到÷涯施、てつI
いえば自動車の型により

〈似ている。船首もフー．

リッチも煙突も流線型、

それでも不瀧足だからi

もう一筆と云ったよう，

なsheerline,砿にそ｜

れは流線型を錘調する’
には役立っているがニ

ピード感は出てし､るだ

ろうかo

r0，1nTIEhclef'eck

’

’
(9)longbclef'eckと中央に簾II1さｲLたう･リツヂハウス、それ等を弧〈引締めるmastにderrickは何物をも押し
分けて進むと云った感じ。更にsheerlineにより一段とスピード､感が弧則されている。この11銘を比il礎すると船舶に

於ける誠線形のあり方がよく分る。流線形にしなければならない程船は高速ではないが、何かしら高速で、近代的な、
スマートな感じを受ける心理敷果から來ている。しかし旅線形にしたからと云って、必ずしもスピード感が出るわけ

ではない。これは節線形にすると、感じがとたんに柔かくなるからである。こ上が''1勤恥等と少を通う所であろう。

紡局船は船獅間のあり方というものがあるはづである。しかし感じを乗げようという場合に、この手を使えば大抵成
功する。

3臨噸のすばらしきデザインの船があったとする。そｵLとIIdじ蝿

で5000噸の船を造っても成功しない。そｵしは一例を上げれば人間の
苛の満さに鍵化がなく、從って船の大きさに鯉じてdeckheightは

それ程愛えらｵしるわけのものではないからである。即ち大和は大翻、

II｣咽は111刺、小刻は小型なりに夫々 のin界がある。

′1，垂型のせ丑界
(11)純白で浮き1IIしたようなI慨快な感上．、

アメリカの海洋調査船、1948年雌造295GT全長35.53m
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新造 船篇眞集No34
銀光丸（三光汽船）‘
日立造船桜島工場建造

昭和26年7月2日進水

無線間長112.50m

型・幅16.70m

型深9.10m

速力14.9kn
＆

総噸数5,000T

載貨重量7,200T
機関(タービン)2,700HP

一一一巳＝■一い－一一

了

一

宇佐丸（日鉄汽船）
浦賀船渠建造

職級L1oyd'SlOOAI&"
L.M.C.NSXMNS米

（長×I隔×深)128,00m×17,8

0m×10.00m吃水7.95m総

噸数6.250T重量歴数9.300K

T主膜浦賀ズルツアニ単動無
噴油ディーゼル撰関定柊馬力
5.0001基満載経済速力14節
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巡視艇わかつき(海上保安庁〕

西重長崎造船所建造

進水昭和26年4月29日

竣エ昭和26年6月29日

長×幅×深

総噸数57.72T
宇

主機関350馬力発動磯2雄

|…零蝮竺囑:晨曇畷
船舶用冷凍機
急逓冷>宗設備。糧食庫用
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第三圖南丸（日本水産）の救難記録

本船は昭和19年2月I､ラック島に於て塞
裳により撃沈されたが，播磨造船臭船渠
サムベージ部の手で、25年10月より救

難作業が始められ約7月の難作業の後浮
揚､曳航に成功したものであり、目~ド播磨

造船所で修理中である｡以下は救難現場
での記録写真で本文と共に参照~ドさい。

、

。

】

ロ

ロ

（戦前の第三図南丸）
船名図南丸々
深17.32m 舟海速力12節満載吃水
◆

磯タービン4.000HP2基型幅

、

修理改造後の要目

総噸数約19.210G/T

垂線間長263.07m

型
主

10.97m

22．･56m

篝懲
蕊
轡騨

￥

…
（1）‐沈没状況（工事着手前の状態）

船首船底が僅かに見える予備浮力約100T '(2)船首浮揚

″

泓

¥垂､錘
¥

蕊
疑訣全?と【少

( 4)移動・

逆浮揚の状の状態でスコールの中を曳航中
<3〕逆浮揚
，船尾船底（スターンフレーム〕上に
立って前部を見た所

－－－13‐･--一
、

8

］
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圖 南丸の救難記録第 三

(5)．船底にバラストタンクを取付け中
一

I ＝

(6)バラストタンク取付中
右に見ゆるに母船君烏丸

（7）第一回引起開始（船首側より見る）

(8)第〒回引起急激に進む。船内圧縮室気驍
に噴出す（木作業中最も>ll纐な一場面）
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－(9)第一回引起完了

(10）第二回引起船首をあげつ穐
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圖 南丸の救難記録第
一
一
一
一

〆

(12）完全浮場（前部）（11）第、二回引起終了
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（13）完全浮場（後部）
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(14）播睡造船所到蒲時の状況〃
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Purifier-ClarifierEquipment.

|雛
．-油使用船

を持つシヤープレス

ヂイーゼル油清淨機

タービン油清淨機

潤滑油清淨機

米國ｼｬーﾚｽｺーポﾚー潟ﾝ塁代雲歪｜
本杜東京都中央区銀座’丁目6番地(皆川ビル）

電話京橘（56）代表8681～8085

日

工場一東京都品)||区北品)114丁目535番地
b
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新造船-･BLENHEIM，

船主FREDOLSEN&

COMPANY,
OSLO.

進船所JOHNi･THO･
RNYCROFT&

CO"SOUTHAM"

PTON-

全長373’9〃

垂線llli長375JO"
型幅53'0〃
浬探(第2甲板まで〕

21ノ0〃

満赦吃水17ノ6〃

総噸数5090T
航脇OSLc-NEW

CASTLE

連力16Kn

船客237名
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磯 関B&W8シリン

ダー2ストローク単働

賜力4,6001.H.P.

(135r.p.夢･)･
涯合金製，流線型の船

橋棲はモダーンな美しさ

を見せている。写真下は

サミ/ルームを兼ねた休憩

室でクリスタルパレスと

呼ばたてい署。．
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多力餉測温照

⑤ 蒜式会社千野製作所崇東．椋橋三の七八電話(96)0285．2570
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AtlanticDuchesの爆發
昨年Wm.Craytl,によって建造せられたS,679噸

の油朴撚AtlanticDuchesはAbadanからの処女

航海を柊えてSwanseaに到清し､瀞満の原油を陸

揚して､同港Queem's阜頭に俄附中であったが、

月2日午前5時頃突然爆発が起り引続いて火災と

なった。

火災は約芯時1I11の後漸く鎮火したが､午前101l半

頃に鋪2回の爆発が起って､船体は中央部から真二

つに折れ、多くの死傷者が州た°

‘この事故の結果船体は前後部の･2個に割れてし

まったので、336呪回後半部と160沢の前半部とは
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別々に曳航せられて．、建造元のGray社で入渠修理の上、中央部のタンクを新造して、接ぎ合はされること蚤なった。

同一の船の船首艦尾の船名文字が同時に見えるこの写真は何と珍らしいものではないか？〔MH）

’
、

新案ニツ割建造法
jell(諾威)･になるのである。

何故にこのような建造法が採川せられたかというと、同造

船所の船台では､長さが足りないのは勿論のこと､75尺という

ことこの船の幅は､船台3つぶりあった始末で､どうしても2

つ割錘をしなければならなかったのである。即ち在来この

造船所で造られていた船はせいぜい4,600噸でこの船はそれ
～

らよりも19,000噸も大きすぎたわけである命名式は船尾の

進水のときには行はないで船首の進水の際に挙行することに

なっているということである。

海難や事故のために船首や船尾を失った船を修理する目的

で船体の一部のみを建造した例は少<ないが‘、新しい船達1皇

i分ずつ溝るという全く珍しい方法が英国SunderlandのJohn
Crown&Son社で行われつ僧ある。

写真に見えているのは本年朔に行われた後半部の進水の

ありさまで、後半部の長さは290沢である。これから建造さ
口 ‐H

11て9月に進水する長さ275沢の前半部と乾船渠の中で接ぎ

合わされて､篭D｡W.23.000噸のデイゼル°タンカーRondef-
＝
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洋商事株式薑祇
〃

取締役疵長成瀬勝藏
東京都中央区新川一丁目五番地
：電話京橘(56)595･3206b7061番
胃・大阪支店……電話新町〔53〕1161．5106番
'’閃旬出張所…電話門司1099瀞
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電氣熔接T接手の效率と狸度

〔本誌Vo13No8電気溶接接手図集参照

第2図両面隅肉熔接の強
度1b/in
註2此の表は所定の規
定の規格l;こ合格した熔接捧
を用いてMS或はHTSをM
S又はHII,Sに両面連続又は
断続隅肉熔接した場合の接
手の強度を示爽2此表に
示す隅肉熔接の強陵は荷誼

第一図
註1
面連綴隅肉T接手効率線図C軟鋼材〕
此の表は所定の規格に合格した熔接棒を用いてM
SをMS又はHTSに両面連綴隅肉熔接した場合の
T接手の劾率を示す。．．．
板厚は薄の板の寸法を.とる。MS以外の鋼板と熔
接する場合はMSの板厚をとる。.但し総強度に於
てMSの板の方が大なる場合は此の表に依ること
なぐ次の註3の要領により計算して定めること。
此の表に示す隅肉の大きは第2図に示す隅肉熔
接の強度とMSの最低引張強度60.00016/Sq・lnか
ら計算したものである
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隅肉の寸法

p

凍機（灘童謡）《
、

ヨナル注油器（自動高圧）
ウ

ォン瓦斯（無臭･無害の冷媒）

大阪金割震工業株式曾耐
大阪営業所大阪・市束区北浜五ノーニ
，嘔話北浜(23)3731～2｡1920o4631
束京事務所東京都千代田区丸ノ内丸上'ル三八一号
磁話和田倉(20)3878｡｡3879.1~
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三井PCP。、三井､PCP－Na
ペンタクロールフェノール（以下POPと略認L讃す）及択ペンタクロールフェノール・ナトリウム盛（以下PCF頭届と
略開します〕は防腐、防職殺菌剤として他に比演のなv,防腐瑚刀をもち防湧誕識二kって品物を汚唄することなく・必要
に照じて虚理濟みの木材にペイント塗裟が自由iこ行える特長をもって男b讃すb又一度鹿理すれぼ、POP及びPDP-N汎感
熱こ對しても又化嘆1勺渥も安定な初賀であり堂すから、永く防奮功力を県つととができますも
POP及びPCPRnlゴ近年米遡庭於-亡モンサントケミカル曾職、ダウケミカル曾吐等揮於て企業化され、木材･防腐、白
殴の誕余予防に齢こ使用さ沁亡屠りま･ずbとの池にペイント．皮革､溌准､パルプも澱厨、デキストリン、カゼイン、ラテ
ックス等の防腐、防献剤としても使用されて雷i7.fi-b".--~'~~"~x.~..-~__Z_____'
木材建這初の多し裁園iご於て側其の富朽を防ぎ貴函な木材資原を有効iこ使用する事ｳ鐙も茎護れる所であるに露み、今回
弊壯に於てこれを慶産上市Lた次第でありますb ？
騨吐の製品には三井POP-M、1･No．2－N恥の三菰があ,.bます｡．‐
ペンタクロールフェノール及びそのナトリウム霞の用途と使用 ‐

（イ）木材防腐用とれにほ全て三井POPNo.1又は三井POPNb｡2を5%含有する石油溜分溶液参使用しま-ro三井PCP
の溶剤として芳香族系又ぼオレフイシ系の畏叱j〈素の含首鼠の多いものが適裳であり．ますが，雌等のものは我國では得が筵
b,Djで、出來るだけ安潤な經油、燈IIIを使用すれぽよいと思い室すb又湿銅司る場合栂予め出來る丈け木材を乾燥LFX-ﾘー b
米國に於毛簡際iこ木材防腐及び白蝦冒防止の場合の幼力試綴の緒果、木材一石につき5%POP石油溶液約27kg(POP@
として約1,4kg)を使用L=E完全な効果を牧めて吾りますb

_塵一理一重

(1)加躍注入法三井POPWo.1叉は三井POP当画0.2の5%溶膨D注入厨は木徹,石富り27kg,特i篁高潔地ではa6Ig

~

(1)加躍注入法三井POPWo.1叉は三井POP-NO.2の5%織り注入風は木磁1石富b27kg,幟こ儲醗地ではa6K

g溜繍難産鞠溌藷悪難鍋を三井P…｡.,三轆・血｡…蝿陣浸L澗榊
に彦透させ、次に冷溶液簡iこ移すか、或はそのま上熱溶液の冷えるまで浸けて圃きます。藥液の使用瞳も加塑注入法の場合
と同標でありま、1も

〔8)冷液浸漬法木材を充分瀕させておく必要がらり､出來hぽ水分麹0-30%となる迄乾興して下さい｡浸漬時間
は木材の諏頃､密痩、厚さ、使用目的によって異りますが、邇擶ペニヤ板、合板等の濁合は3分以内、地上で使用するも、
け厚さ1吋(2.549m)につき約5分,地下又妹地面と接濁するもの或は時に擬氣の多い騒仁便扇するものは80分乃至戯時
間浸厨しま-1-b5%POP溶液便用騒は求材1石當b大体4-8kgでありますb
（4）塗布法塗布は少くょも二回以上顎返す必興があり茨･すb藥澗ま木材表面1平方米につき0,4-0.5kg御便用
下さい。
（5）噴認法塗市法と同じ目的に用い、薬液の使用罰も同罰でありますbこの場合も矢狼b噴霧した後一度乾燥し
てから綴返し噴露する必襲があります。、
（口）木材蕊色D防止木材ほ製材後の輸送及び保存緬酎中に菰盈の菌により墨色して義Iこけ腐朽して來農すが、これを
防止するには三井POP-Nnの0.7-0.85%水溶液&こ浸し･て.引上げるだけで充分であり寵す。三井PCP-N恥の使用厨捻木種
一石當b大体30-409(三井PCP-NIELLて）程菱でありますも
〔ハ）粘質物及び藻預の防止三井POBNnの使用爾はOjOOO1-0,0008%で充分でありま－3写b
（二）接着剤の防密、防撒〔この場合には三井POPNo.1も三IgPOFNo･2又は三井POPWaを用い震ず)-
デキストリン､激扮､バﾙプ､級､ゴム､カゼイン､ラテックス､ペイントの防繩撒用に､三井PCPNo.1三井POP
NO.2又は三井POPaNnを混入L茨すと少量で濟み經濟的である上に接着力を低下させたり、蕊賀させたりする心配があ

り皇職PNo.1､三井POPNo.2､三狸OP-N繩の便用霞捻物iご依って興り霞すが､瀕翻に傭0,125-0,'5%､デキスト
リンは0,1-1,0%、カゼインには1%、乾燥潅iこけO;25%用哩珈ぽ充分でありますb

①

三罫pCP-N,いによる木材玉儲防1厘法一

蕊撫灘難蝿懸議長蕊雲離麓雲辮聴灘無鱒辮辮認聡
分之な防止することが出來蔑すbこの場合三井POP-N恥の使用畷は保存j嘘1，敵透明薊､木材q獅演等腱よって異りますが

‐木材は製
酷じ、氷材

、

大熊木財石當b80-40kg(三井FOP-Na)程産であり蚤魂
先誘タンク澱ヨドラム剛に三排PCP-Naの9,7-0,95%(三井POP-N"7-8,5kgi逗遥iし卿:d,000kg)の水溶液を|乍b，
この水溶液を入れた鰯中に木材を15秒位瀞ﾅて引上げ茨説之で木材の予踊防腐は莞至であ.り感説然し特に長期薊に亘る
保存、多漏等極更に條件の悪し場合には虚理木材は未壷理木材と.別にしてb,毎氣の流通を良くし鋤直接調露に曝さなし瞬、
覆をLておく必要がありますb
筒個盈の場合につし.正疑問の酷がおりました時は直倭弊祇にお間合ぜ下さい。 〔説明書進呈］

三井化學工業株式會祇 一

本店東京都中央厘日本橋室町二ノミ螢業所東京。大阪・名古屋･稲岡6仙育・札幌

、
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中村式テレモーターb操舵機（チラ岸型・竪型）

揚貨機・場錨撲（汽動。電動）
小野型特許サインカーブギヤ｡ポンプ｡改良型ウヤース

ポンプ・改良型ウオシ芝トンボ＊プ｡ブラシヂ
、ヤーポンプ、ゞ-．

能美式煙管式火災報
御法川式マ.リンネトーカー

油清淨機

船内装備船用品一般；
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イラー給水復水用

料油消費規整用

ンブ性能試験用

凍船。油槽船等

殊船用各種流量計

棚
綱
・
洲
鵬
燭

協同研究者

工業技術庁中異度量衡槌定所

東京大学工学部計測器教室

特許第］06344号
〃119037号
〃144471号
秒147313号
実用新案第247854号

流体の種類を問わず〔温度・粘

度｡流速･圧力等〕に関係なく器
差±0‘5％以内の正確計量可能

内外邇商株式会就熱作刑W樵雲工業禰会鼬
へ
ー細f理店

東京都中央区銀座2の2電話京橋〔56〕2130－49新術厩上落合2の638睡諦落合（95）2725～66
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船患の填言（山高五郎〕
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－7月のニュース解説一

次ぎの事項を含ませるよう勧告した

ことであります。

それによると§日本ぱ世界各国と

の貿易再開に比例じて商船隊の再建

を許すことに同意するが,再開貿易

算定の基礎期間は1930-36年の間と

なる，〔これは日本が戦前極東で勢

力をまだはからない期間である）:日

本船による輸逢は他の海運国との均

樋を保った上で輸出入総量の50％以

内とする。日本船は日本本土を一端

とする直接貿易にのみ就航し，日本

以外の2国を結ぶいわゆる中継貿易

は許さない｡嚇船は適正な運賃と
頒例を守り運賃の切下げ,_その他類

似の行為によって海運業の不安定を‘

助長することがあってはならない。
日本造船業は将来米国の援助を受け

ずに進むべきであるというのである。

そして新に同協会長となったリル

ヴアンド氏ば，「日本船の復帰は長

く慎重に研究されていたが，日本の

再建を助疎するためこの勧告が行わ
れたもので，この勧告は全海運国の

貿易業者，船主および海運業者に公

正な待遇を提供すること，および戦

前存在したような摩擦なしに日本の

世界復帰を確保することが目的で

す」といっているのです。

．ところが以上の太平洋岸米船主協
会の勧告書の内容について，日本の
海運界では次ぎのような見解をもっ
ている。

貿易量算定の基礎期間を'930～36
年としている点は，人口や経済変動
貿易対象国の変遜から，このような
期間を基礎期間とするこ畠は当らな
いので，了解し難いし，日本の轍出

入総量の50％を日本船で轆孟し，そ
れ以上は他国船冠運ぶようiこすると
いう点は‘戦前の穣取率最高が57％

だし,.1950年の秋取澱のごときは

23.8％に過ぎないのだから，50％に

制限されることは決定的な苦痛では

ないが，こんな制限は国際慣例がな

差が横浜からニューヨークまで約30

日の航海中に，どのような諾果を埼

すかというのが興味の集った原因で

す。だが，若島丸は速力12ノット半

とは云っても，溌関がタービンです

から，プIノツシヤアを上げるなら，

速力は増すことが出来ます。それに

引き替え，調船の平安丸はデイゼル・

ですから，これは14ノット半と云え

ば，それ以上は出ない恨みがありま

す。この辺にも両船のニューヨーク

先着競いに対する未知数的な興味が
掛っているようです。 手

しかし,16日横浜港を出帆した若
島丸の艘長加藤重三郎氏は「先着争
いに世間の興味が掛かっているよう

諾すが,私は船長として無理をして
途中で事故を起すようなことは，絶

対にやらぬつもり」と，演重な態度
を明にした。したがって，競走のた

めの競争は行われないでしょう。だ

が誰しも，先着の栄冠を荷負いたい
のは人情ですから，多少の競走心は

作用するでしょ展うし,･先着を獲得し
ようとする努力は相当払われるでし

ょう。そこで，両船のニューヨーク

到着は一般の興味をそぐことにはな

りません。これに対し，31日出帆す

る三井の浅香山丸がどんなことで両

船に這い迫らぬとも限りませんから

もしそのようなこ・とにな．ると，興味

は一挙にニューヨークの先着あらそ

いに注がれることになるでしょう。

だがこのような興味は，過一般的な

競輪興味に過ぎません，従って=ユ

ー〆としては内容のないものですう

それよりも，このようにニューヨー

クへの定期船が第1船第2船と相継

いで出帆するにつけて，日本海運が
旗重に考えねばならぬことは’先月
6月末，米国において，太zF洋西岸
の主要海運会細4祇を含む太平洋津
米船主協会が，国務省に対して’日

本般の世界霊易復帰と商般除の再建
を要望する半面，対日講和交渉中に

－－－－25－戸一

7月は海の記念日という年中行事

のある月なので，今月のニュース･

トピックは，この記念日の各種行事

によって占められると溌想されるの．

が常識でありましょう。だが本年の

海ゐ記念日は平凡でした。海運関係
｛者中の功労者表彰，船員労務者の慰

安行調,昨年に変らぬ趣向が型のご
とく．行われただけでした。

維靭以来，海の記念日は，種々に

行事計画が創案工夫されつつも，一

度として実施されたことはありませ

ん。国連占領下の記念行事は遠慮し

た方がよいというのです。その実は

行事の経費の出所がないのです。そ

れは日本の海運界の経済的実力を物

語っているとも言えます。

それは兎に角，華かなるべき海の

記念日が目新しい行事も持たなかっ

たため，記念日の当日横浜港を出帆

した郵船会祇の平安丸の歓送が目立

ちました。

､平安丸は今回開始されたニユーヨ

，－ｸ定期航路の第2便として,･繊浜

港を本月20日に出帆したのですが，

′第ユ便として本月ﾕ6日横浜港を出帆

した飯野海迩の若島丸の跡を追う型

になったため，太平洋上で，この2
船が先着を競うことになるというの
で，海運界も一般の世人も興味をこ
の一点に集めています。

飯野海運の若島丸は，9,562重愛
Iン，弱船会祗の平安丸は，9,30召

重量トン，大体似たり寄ったりの大

きさ・の船ですが，若鳥丸の巡航蓮ガ

は12ノット半，平安丸の蓮力はﾕ4ノ
ット半というので，この2ノットの、

、
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一 船の科学一

いから，どうかと思う逵・いうのであ会を編成替えして，総務，業務，労

る｡‐務,財識船舶，タンカー，小型錨

しかし’第三国間の貿易に就航をの7委員会とし,総務には委員長の
許さないとい･う点に対して1ま，これ俣野飯野海運祇長を，業務には渡辺

こそ日本海運に致命的な打撃を与え日鉄祇長を，労務には一井三井船舶

るものとして，遥憾の意を表すると祇長を§財務に伊藤商船祗長を，船
共に,ダレス氏が日本業界に対し，舶に沢山昇吉理事を委嘱し，タンカ

r勝者はとかく敗者に無理な要求を－，小型船の2つはそれぞれ関係諾

押しつけたがるが，そういうことは主から推せんをうけて会長が委員長
しない」と云った言葉に期待して，を委嘱することになりましたさ

国際慣行とzF等公平な競争から差別これは船主協会の更新を意味する

されないことを熱望してし箕す。そ〆.ものであるとして関係者間の期待が
して，いよいよ再開された北米定期掛けられています。

~

航路の配船について,;フイリツビン それはとに角，諺和会議の対日招

貨物の米国への鐵遙を計画していま請状が発せられた現在，日本海運の

すが,これが制限されないこと認あり方ほ運航面と同様造搬の面にも
っているのです。その替り，適正運多少の制限が加わる形勢にありまあ
賃と国際頒例を尊守する点でば,大す。
いに自戒して臨むというのでありますなわち，日本造船は旧海軍工廠

す。．と民間造綴設備を含め，日本が近い
これは’日本海運がトランパァ稼将来必要とされる最小限度を残して
ぎによって発展した実際の体験からそれ以上の過剰生産謬猟約10万1．ン
生れた考えであるだけに，その根は程度を，日本は自発的に破壊するよ
深く蕊いものであります｡ただ問題う制限されそうであ､ます。
は適正運賃と国際慣例を守る点だが従って，この制限が木きまりにな／
利に走り易い業者として，どの程度れぱ，旧工廠や軍関係の造船設備は
までそれを迩守出来る｡か，餘程自戒現在賠償物件として指定されていま
の念を更新しないと世界の指断にあすが，指定が解除されると同時にス
うことは免れないでしょう。クラップ化する方針を政府は決めて
そこで問題は，この自戒を具体化いるといわれています。
する撲構の整備ということになりましかし，スクラップ化と‘いっても
すが，これは結局日本船主協会の自110万トンの生産能力を制限撤去すれ
主的な整備ということにならざるをばよいのですから，旧工廠の持つ磯
得ません．械設備中優秀なものまでスクラップ
日本離主協会は，このような傭勢にして総うことは勿体ない話ですか
↓言応ずるため，臨時総会を6月25日ら，それは適当Iご活用するような方

に開いて，新定款に基く新役員の鑿一法を採るのが匿明でしょう。そして，
任を行いました。そして第ユ回理事老朽機械と榧き換えるようにすべき
会で，常任理事を新しく設け，浅尾だというのが業界の考え方でありま
郵船祗長，伊藤商船祗長，一井三井す。
船舶祗長,俣野飯野海運､吐長,芳鋲ところが,このような海運動向の
日産祗長，田中‘甲南汽船斌長の6氏推移の中に，最近の日本経済は物価
を常任理事と決定，会長山県勝見氏問題を中心に電力料金の値上げ，鉄
の渡欧米不在中,会長代理に浅尾郵這蓮賃値上げ,米価値上げと，国民
船施長を委嘱し，次ぎに常設の委員生活の根底をゆるがすような値上げ

－26－

＝

が行われることになって来ました。

そのためこれ等の怖勢は労働賃金の

値上りを刺激して，海迩面にも労働

攻勢が起ったことは当然といえまし

ょう。

先に船員組合による待遇改善賃上

げ要求が起り，一応仲労委案で姿協
しましたが，次ぎに関港漣が賃上げ

闘争を起して罷業を行うに至りまし

たし，この形勢は造船労務の面にも

及びそうです。それは物価改訂の生

活に対するはねかえり如何が問題で

あることは明ですが政府はこの点に

ついては，楽観的で，対策としては

箕金ベースの改訂と税金基礎控除額

の引上げによって力バアすることに

したようです。しかし物価改訂と黄

金面の対策とが実施期日の上で大き

くずれる結果，これがどんな作用を
,起すかは憂慮されています。

P
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最近の進水船

摩耶春丸の進水

新日本汽船発注の第6次新進船摩

耶春丸が21日中日本重エ神戸造船所
に於て進水どた。

総噸数6,600T.速力(航海)13.25節．
（長×幅×深）

123.42m×17．50m×11m

中榮丸の進水

第7次船中栄丸〔中央汽船）は去
る25日西重広島造船所で進水した。

同船は本年5月21日起エしたもので，
起工より進zkまで65日と云う記鋒を
作った。契約船価52,500万円である‘
総噸数4,'750T,、速力(最大)15@m
（長×幅×深〕

皿4.m×16．2In×9.0m

赤城丸，協蕊丸の進水

第6次船10動000重量屯級貨物船
赤城丸〔旧本郵船）及び協栄丸､臘
立汽船〉はともに31日夫々 東重エ識
浜及び日本銅管鶴見の両造船所で進
水した。

〆
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一造船界先誰諸氏の論説と随筆一

（御寄稿到着順〕‐1

~､一弔戸、〆､ダーハ〆蛇ゴ画へ~今ご己二､一､配～へ〆姑〆廷戸、空一一

何にあれば良いか，これは先ず｢客．
船でない」と云うこと，徒て自ずと

その設計態度は変る必要がある。即

ちサロンは乗組員が使用するもので
乗雰の為のものではない。その意に

て快適であり，之以上の蔓遷蔭さとか

華美さとかば必要で無い．それと入｜
港の場合の来客に不快を与えない程q

／

度の応接間的要素の条件化にあるの

で，之以上のものに菱用をかける総

裕があるとすれば，之は当然貨物船

としての能率を上げるた妙の第一義
的なものに注がるべきものでありま

＆

す。即ちこの点が客船と貨物飴との

室内装飾の差位であってに室内装飾」

が第一義的か舗二義的かで，客緒，

貨物飴の在り方が定ると存じます。

で万一貨物冊間のサ．ロンに客船の如き

豪華なサロンを持った船があったと

したら，心ある人をして，之の雛を

最も経済的且合理的な鏡物船だと好
許して背らえるか，樫だ疑問とする
ものであります。

貨物船の室内装飾は蕊二義的だか
らと云って，それ丈け疎かにしても
良いと云うのでなく，第二義的だかへ

らこそ，考え様に依っては客総以上、
に難しい設計であり叉勉弧も必要に

なると考えます。穀用も充分にもら
って蕊華の極を表現することは易い

が，一定の鍵算と一定の地味な条件

の中にて最も理想的な設計をなすこ

とは如何に困難なことか･･･…現在苦

悩じその理想を具現し得ざる事を慨

v,ておる次第です。、

種々述べて来ましたが，私の云い酉

一一～一一一戸一一一一一一

貨物船の室内装飾

西日本重工業長崎造船所船殼設計課
卓

樋口盆次郎
f

「船」は女性に聯えられます。

この女性をより．健康体に造り上げ

るのが遥船技術者の使命であり，こ
の技術者達に依って造り上げられた

女性の肉体に如何なる衣を着せ，こ

の女性に最も調和するメークアップ

を施し，名実共に船主へ一人前の
〃女〃としてお渡しする。この「美

容師」の仕事をしているのが，所

謂船舶装飾技術者とであると考えま
す。

そこで，この船の美容師が，綣戦

後如何なる悩みを持ち現在へ来たっ

たかを申上げ，斯界の皆様の御意見

を賜り度，本誌をかりて申述べる次

第です。

絵戦後「何は共あれ貨鰄召だ」と‐
続々 と同じ様な型の船が全国の造船
台より次々 と滑りまlﾉた◎之等の貨
物船の室内装飾,画特にサロン等を取
挙げて見ますと，仲々 多種多様で当
事者の苦心の跡が歴然と致しており
ますが，之を統括的に眺めますと，

一鍔こ華美で客船のサロンに紛う如b｡■

きもの多く，極端なものになれば

「夜の女」の如きゴテゴテしたオー
バーデコの悪趣味なものすら少くは
ありませ乳,。や

’これは如何なる原因から起った事
lザ。

でしょうか？種々あると存じます

が，考えられることは左の点と存じ

ま式。、

ユ．飴主の希望に依り，華美なも

のの要求があった場合

2．造艦所の営業政策的立場より

最も派手なサロンを一層華美に

して船の印象を深くする為。

3．サロンの設計並施工を造船所

、が外註ずる場合，各メーカーは

受註を得る為，競うて設計の華

美さを好むと好まざるにかかわ

らず表現した。

かかる関係より，どうしても内容

のない華美さが出現することになり

こ蚤に現代日本の船舶装飾の低劣さ

があると存じます。、

では，外国船は如何かと申します

と，小生の見聞した範囲では，日本

のこうした動きに対して実に知的で

健実な行き方をしております。云換

えれば，貨物船のサロンは其の性格

上その範囲内で最も合理的に設計が

なされております。従て，船主へ鯛

びた厚化粧のサロンは探しても皆無

の状態にて，この辺に現在日本の造

船界の変態的現象の一端があると

存じます。

では，一体貨物船の室内装飾は如

一27－ ’
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計者は，之等の女性の使い分けと性普及部を設けるのが適切であるがそ
経

絡とを充分分析して》管のある仕事れには条件がある。即ち-f分な譲算
の表現に努力され外国船に負けない宣伝そのものの体臭を狸く発散せし

ものにしたい。この点を，当事者諾めない様な活動及び実行を求める事
氏に申上げる次第であります。6．アメリカの最近の雑誌に繊軸

･に年，縦軸に各年のN.A･C.A.(航
空研究委員会）の研究喪及び飛行穣

感 の連ｶ゙ をプロットした図面が発表さ

れ，研究識の急激増加の年より3年

樋川子暖に速力が急に増加し,研究薮の効
果が3年後に現れた実例が示されて

者であった海軍の喪失がぞの政治力居る。直接生産に関係なく使われた
を弱めた事もその大ぎな原因の一で金の効果に対しては此位の辛抱強さ
あると私には思われる。造船工業ので待つ事が必要である。
様に国際情勢や時の政策によって，宣伝を効果あらしめるには宣伝ら
その消長が左右される産業は，大きしさを出しては効果はない。宣伝当
い政治力かク企業経営に対する互大事者の功名心を乗て，第三者を表面
な基礎的背景か,或は国民感儒どしに立てて,唯その磯会と材料を提供
ての国民からの満幅の理解と信頚すると云斌の下の力持的存在に甘
(英国の様な〕を盤得しなければ,そんずる雅量がなければならない。
の運営は非常に雛かしい様に考えら7．夢物語からもつと身近い問題
れる。講和後に於てはこれ等要素のに移ろう。前に大学卒業生の就職の
あるものは自然発生的に求･められる事を述べたが，戦前高専以上の卒業
が叉関係者の努力によって掴み取る生は約100名前後であって現在はそ
事も必要であり，そしてその方法がの2倍に近い。しかも海軍が消えた
問題として残される。今･日就職戦線異状なからんと欲して
5．祇会は一つみ大きな機械であ豈得べけんやである。之に対処す･謬
り，造諾工業はその中の部品的驍械最も簡易な方法は学校を減らすか，

素である。此磯械素はそれ自身の内各校の定員を減らすかであるが之は
容が精巧，高能率である事もとより文部省関係，各校の事慌等で簡単で
重要であるが，更に他の部品素とのはない。又別に多数高級知能者を出

噛み合せ歯車が能率よく丈夫でなけす事は国民文化の向上の上からむし
り．

れぱ，内部の力を送り，外部の力をろ喜ぶべしとの議論もある。

取り入れる事は難しい。8．後者の議論無論結繕である。

我々 の自力でなしうゑものの一つに但しそれには条件がある。それは現
此噛み合せ機簿を立派にする事があ在の様な之等卒業塗は会祗の幹部に.‘
る。筆者の夢見る事は二つ。その一しなければならぬ，又なるべきだと

は造給界を代表する聯能代表数名云う考え方や習慣を捨て去る事であ

（指導的地位を占めうる手腕家たる事）って此事によってのみ高級知能の下

を全国議員として参議員に送り，政喝部彦透乃至は一般普及がなし達げら

党から離れて職能的政治上の発言をれ，且つ就職戦線の異状も瞬肯せら

なし弓｝る様にする事｡その二は平和れる。そしてこれは会祗と学校当局
時に於ける造艦工業の重翻生を国民との話上合いにより一般的な採用の
に納得せしめる宣伝普及に努める事条件に若干の事項を加える事により

此第二の為めには造紹エ業等に宣伝今日からでも可能である。造船界一

、－28－〆

度い事は，貨物船のサロ､ンは客船と

異うから特に御客相手の豪華な着物
.●寺U

を着せる必要はない。「ゆかた｣･の

あの清楚美が貨物船の本当の姿なの

だと云うこと。然して，船舶装飾設
q■

雑

’
1．雑感にば焦点が無く取捨が自

由であるところに特長がある。しか

しこれはまた筆者の置かれて居る環

境と能力から選択の範囲と賑扱い方

が制限されるものである。そゑ云う
制約の下に針の穴から覗いた早見短

見を書き流す：
2．講和以後の日本は特に造船界

は騒揃とはかなり逢った状態になる

のではな噸か。戦前と云うよりは戦

争中の特異な状態を大体そのままの

形で持って居て，わからない将来迄

の過渡期の不安定な猜勢に押し流さ

れて喘いて居るのがそれ等の姿では

なかろうか。

3．質と品に於て環境とマッチし

得ず尚低迷状態にあるが故に，やす

、船価に苦しみ中小識普所が沈んだ

り浮んだりして居るのもその一つ，

毎年200名近い高専以上の卒業生を

I昔と同じ条件下に送り出すが為めに
就職難に悩まされて居るのもそれ，

域時中及び戦後を通じて嘘しく多

避に養成された研究者が自標と雲境
の混漠の中に迷って居るかに見える

のもその為めでばないか。』

その他種々の悩みの現象の解決は

，客観倍勢の推移による外にまた自ら

の力によらなければならない。

4．造船エ業の我国全体から見て

の重没感はなんと云っても戦前に比

較して軽くなった事は否定出来ない

のではないか。そして軍艦，商艘を

も含んで国防工業として造船の代辨

〃
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、

殻の考慮を切望する所以である。～
9．学会の任務には学術の発展に

寄与する事の外に会員の親睦を仲介
する祇交磯関たる事もある。後者は

とかく忘れられ勝ちであるが，最近
の如く学問の研究が狭く，深く，な

ると特に必要であって研究と技術と

を獺く結びつけてその基本となる技
術の実体から浮き上り易し研究を現
場に繋ぎとめる上に重要観されなけ

ればならない。研究の究局の目的は

その基盤となる特定技術の進歩に貢

献するにある。若しも研究と技術の

間に何等かの間隙ありとすれば，こ

れに携わるものはお互に謙虚な気持
で反省し合うべきである。

10．技術を進歩させ，右盆な研究

をすると云う事は丁度戦争をする事

と一致である。どう云う場所を，ど

う云う方法で攻蝶するかと云う事が

もつとも大切であって，これには千

軍万馬の場馴れた古穆者である事と

共に最新式の優秀兵器がまた必要で

ある。此両者兼ね備ったものを所謂

鬼に金棒と云う。優秀兵器を持たな

い古擬者ではとかく竹槍砺法になり

易い。実戦のセンスを持たない優秀
兵器の操作はかすり傷や，室砲や，
はては観兵式に絡る°此両者をいか
にマッチさせるかと云うところに反

省の焦点があるのではあるまいか。

そしてこれは各個人の問題であると

共に，研究をも含めた技術界全体即

ち学会の問題でもある。経験の深い

現場技術者はその経験を語る事によ

って技術的センス即ち戦争のしかた

を，また研究者はその修得した基礎

知識を駆使する事によって優秀兵器

とその操作を，お互いに提供し合い

相携え相協力する処に，秀れた技術ノ

の華が咲き乱れるのではないかと思

う。唯此問題はもつと率直に具体的

な点にまで溺れなければ，この様な

観念的な議論だけでは解決されな
い｡

それには技術向上の目標を何処に

置くか，研究問題の取り上げ方，等
々の事までが含まれて居ると思われ

～

尾

一随 筆一

るかなり大きな問題になるのではあ

るまいか。．

造船所の立場から

日立造船株式会祗専務取締役

信藤考 三

毎朝，満員電車の中で新開を読み
．ながら感ずる事は，今程造総記事が
紙上を賑わしている時はなかった，

という事である。

第5次船以来，毎日,.何かしら造
船屋に直接関係f〕ある記事が載って
居り’職前と考え合せ,造船業も大
きくなったものだと感慨の念に打た
れる，よくも造船業はかく国民のも
のとなり，英国からは造船制限をし
ろと云われている程の産業になった

ものだ。併も，第5次総以降殆ん
どTopの操業を続けて来ているの

だから大したものであり，それだか

ら叉相当の利益が上って良い筈，と

いうのが常識であろう。最近，職務

の関係上,時に造船に全く関係のな

い会合に呼ばれる事もある。或る会

の席上，『造船業は相当に儲かって

いるでしょう』，『給料は良い事でし

ょう』。叉『造船業はうらやましい。

吾々 の所なんか’数千万円の金さえ

あれば面白くやって行けるの膳夜を

日についで駈け廻り，各所に陳儲し

宣伝もし，金を集めるのに狂奔した

が’結局必要額の半分も得られなか
った，造船業は左程苦労しなﾚｲで
も，廻りの人等が動いただけで，我
均の何百倍もの金が得られる｡』等，
云われる。的外れではあるが，羨望
の的となっている様である。電文と
共に国家超重点産業の一つとして，
別格官幣祇に奉られ，年間八百億に
上る水揚げをし,Topの操業を続

けているのだから，他業種の人々 か
．･－－．29ー一一

／

ら，羨しがられるのも尤であるかも

知れない｡‐

それなのに，造船所は何時も，蚕

金繰りと赤字に悩ま.されている。吾

々にしても，之こそはと思って奮闘

し，数十億円の受註に成功した当座

は，今度こそ赤字を出さずにやって

行けるぞ，と考える。併し，起ェ式

の頃には,,既に少し危いかなと考え
進水の頃には之は，スライドでも賀

わないと，今後の給料の支払と手形
の決済をどうしようかと考える様に
なる。

株屋歌ンの『企業批判』を見ると
某造船所は月平均売上高八億円’手
持工事は百億円もあるから’利盆奉
五％と抑えても，年五億の利潤は固
い所だろう。更に手持工事と目下進
行中の合理化を考えればj来期は，
それ以上の利益を計上し得るだろう
と書いてある。

一方現場を見ても，雛は沢山入っ
ているし，仕事は何時間も残業をし
臨時ェを雇っても，細期が問題にな
る位沢山ある。叉，今後護定されてo
いる仕事も山瀕している。併し’給
料も上げてやれず，期末の決算を見
ると，苦しい金繰りと，利盆の少い
のに篭く°私は，こんな時，職務上
の責任から，受註価格が安すぎるの
ではないかと当時の見積雷をくって

見る。併し，先行きの物価高を，或

蕊競艇曇駕雲雪し毒
いるのに気が付・く。修織皆や陸上工

△
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事の如く，納期が短く，賓凋を陰り

使わぬものは，若干の黒字を出して

いるが，肝腎の新造船が赤字ではど

・うにもならない。

戦後叫ばれた企業の合理化には，

当献も諸費一体となって懸命の誘力

を払って来た。よく言われる電気溶

接の採用やブロック建造は勿論径

養の節減等あらゆる熱意を集中努力

して今日迄やって来た。そして，良

い鉛を安く船主サンに提供し喜ばれ

､ると共に，自分の方も出来るだけ利

盆をあげる様に努めて来た。叉一心

に働きながら，薄給に甘んじている

祇員に，少しでも多く給料を払いた

いと思って来た。この努力の結晶は

各所に表われて来てし､る。例えば'・

ェ場を一廻りして感ずる事は，戦後

良く見られた事でばあるが，うず高

<稜み上げられたスクラップの山の

蔭で，焚火して休んでしくる工員の委

一こんな光景は，今では見ようと

思っても見られない。此の嫌な労働
意欲の昂進と，各種の合理化によっ

て，能率は藷しく向上し，原単位工

数は非常に減少し，間接費も一般物

価の値上りにも拘らず,､殆んど増加

していない。即ち，第5次艘当時，

GoT当り,25工数と云われたも
のが，最近は18工数と実に28％

も減少し,D/Wも同一船型で確実に

数％の増加を来たしている。又歩を

事務所に向けても，一枚の級，一本

の鉛筆を如何に節約し，叉煙草謬喫

"っている祗員の何と少い事か。絡業

後，現場のみならず事務所に於ても

向学の念に燃えろ若い祗員は,時に．
祗内の，祇外のエ．キスバー.ドの話を‘

聴き，時に疲れた体に鞭打って研究

した成果を発表し,或は国際状勢を
論じ見分を広くしている。この様な

努力は当然，間接費,｡一般管理費を

減少せしめると共に,多くの仕事を
少人数で楽に処理せしめている。

この様に造船所は切るべきものは

切り，採るべきものは進んで採用し
期待に背かぬ成果を挙げて来てい

る，そｵ『にも拘らず,会融は金繰り
に，融員は家計の赤字に悩まされて

いる｡併も，鉄屋サンからは，造紹

所向は儲からn,船主サンからは,参
艘価が高地新造船は面白味が無い
と云われる。鉄屋サンの云われるの

も，総主サンの云われるのも尤もで

ある。鉄屋サンは儲る輸出や他の産

業に出したいだろうし，船主サンは
船価高から，将来の国際競争力を心
配する。成程，先日の日噸日計算尺
を片手に運航採算を取って見ると，

バンクーバージャパン，小麦運賃

が12～13弗を割ると，7次総後半船

に云われるG・T当り15万円の船価
では，採算を合わせるのが難かしぐ

なる。外国の船価を見ろとよく云わ
■

れる。将来，外貨の問題さえ解決つ

けば〉外国に注文じたいとも云われ

る。確かに外国の滞価は安い。一時
は英国の建造船価より30％も安かっ

たが；それも束の間‘此の間にボン
ドの切下げや，為替の一本し－1．の

問題があったにしても，最近はカー

ゴー・シツプで60％，タンカーで．
〆少

40％も高いと云われる程になって了

った。

合理化にも限度がある。工数・間

接菱と一般管理費は零に出来ない。

出来たとしても，船価の20％瞼を

占めるにすぎないから，材料識が恐

ろしく高いと云う事となる。7亥艘
、

前期の船価は，5次躯の50％程度の

値上りなのに，鋼材は約2．8倍，木

材は約3倍となっている。この間，

工費・間接蜜と一般管理饗は上る所

か，熊価の構成比率からみると逆に

下っているのである。

勿論，鉄屋サン，機械屋サンの．．

ス1､の上る理由が判らない訳ではな

い。併し何とか手を打って貰えぬと

船価のシワ寄せは盆々造船業を圧迫

し，フル操業の今でも之なのだから

操業が低下するかも知れない將来は

と考えると不安でならない。幸に，

5次船は，スライドが成行すれば，

少々ではあるが，帳簿上に黒字が見

られる様になって来た。この状態を

縦けて，お国の為にも，船主サンに

も良い船を提供して喜んで麓い，祗

員等の努力にも報いて行きたいと思

う。，

何かうまい手は無いものかと，糸

ヘン，金ヘン，舟ヘンのバランス・

シートと当蹴の賛金繰り表を見鮫べ
ながら，何時も思案にふけるのであ

る。

＝

一
口

一

一 一一一一一一一一一一一-一

…一次號内容一ハハ~写、、~…轄筵刊豫告へ一一
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造船計薑遂行上の問題藷

我国海運復興の為，將叉職出産業

として造鰭が果す役割の重要である

ことは前述の通りであるが，これを

遂行する為には色々･な問題点が存し

て属り，この問題を解決しない限り
凡ゆる計画も画餅に帰す結果となろ

う。今その主なものを二三ピッ､クァ

ツプして見よう。

（'〕船舶金融問題

今次大域により蓄稜黄本の大半

を失った船主としては,箙を造り
度くも賓金がなく，市中借入の不

足分を復金や見返融資により辛う

じて新造を行って来たが，最近に
於ては市中融蚕も略限界に達し，

見返賓金も先細りとなり，7次鋸
〆

後期分以後は融資困難が伝へられ

て居る。諸外国に於ては海運造船

竜の特殊性より総舶金融には特別の
考慮が払われた,長期低利の金融
方策が実施されて居り，独り我国
のみは見返融資が認められて居る

以外何等の金融陵助対譲が講ぜう
れて居ない。この見返黄金とて金

利年7分5厘は船舶金融としては
決して低利と言うことは出来なが

造船計画に対して大きな推進力と

なって来たことは否め得ない』然

るにこの見返融賓が期待出来なく

なった現在に於て，政府として，
少.くともこれに代るべき謹力な金

融対策を譜ぜざる限り，÷今後の造

船計画ほ愈々 行詰って了うこと必
定であり，若し仮令無理して建造
しても，国際麓争に堪え得る丈の

優秀船を蓮造する事は絶対に望め
ないであろう。

（2）船価問題

海運なるものの国際性より，仮

令本船の採算が取れても国際競争
に堪え得なければ何の役にも立た
ない。この国際競争力を大きく支

配するのは船価である。又造船を

0

1～－－ｰシーーーーー 一

現在の我國造船界について感想

・西日本重工業株式会祗斌長

丹瑚周 夫
国

一へ

I

明示されて居る邇り，海運の健全な

国策と造船 発達を計る為には，最も確実な新造

我国土は狭小にして然も天然資源船第一主義を堅持して行くべきであ
に乏しく，其上に八千数百万の人口ろう。
を擁して居る関係上，食糧や工業原

輸出産業としての造船
料の確保の為には，どうしても海蓮

’にさらざるを得ない｡諾わぱ海運は従来我国の造紹は,海運の従属産
我々の喉元を樋して居ると言うも過業として国内海運の発展に貢献して

言であるまいよ叉右の様な我国の特来た。然るに絡域後は被占領下とし
殊事箭が反映して戦前の正常な経済ての制約もあって計画造船が実施さ

状態に於ても商品貿易は常に平均7れて居り，彪大な設備に対lざて工事

千万円程度の入超を示して居たが，量はあまりに少〈，各業者は受註に
1億数千万円にも及ぶ海運收入は，血みどろの争奪観を展開して居る様

．この入超尻を埋めて国際收支の均衡な状況である，昨今の緊迫した国際

に役立ったことも動かし得ない事実情勢は船腹需要の増大を招いて居る
である。斯様に海迩こそは，生計雑に拘らず，工事量の過少に悩まねば

'、鱸霧難呼灘鰯覧《鰯醗轌隠鴛磯
を計らなければ'我匿の経済自立はこの難波侭する訳には行くまい｡我
．到底望むことは出来ないものと確信国の自立経済確定の点からも海運は
する。先に自立経済審議会にて立案今後戦前以上の活躍をなすべき重大
した自立3ケ年計画にも，海運の復使命を持つものである。之と同時に
輿を大きく採り上げて居るのも誠に造船業を国内海運の従属産業に留め
宜なる哉である。ず，輸出産業として発展させること

さて，海運復興の為の艘納拡充とである。我が造船技術の優秀性は世
しては,昨年幕閣議決定を見た般腹界的に認められて居り,今次大戦に
拡充緊急対箪にも掲げて居る通り，より一時技術の低下を示したが，最
新造，外船買傭，域灘普改造・沈鉛近は鴫戦前の水準に復して居る。又
、引揚，リバーテイ船の貸与等が考え造船工業は代表的な綜合工業であり

られるが，買締船は幟こ墜念を要す職間続出により，各関迩工業が一綴
る昨今の国際情勢に対処する為の，に潤い’工業技術水準の向上にも蚕
真に己むを得ざる応急的な措置と考する処大である。こjp雛に犠出産業
えるべきであり，運賃市況の見透もとしての好条件を具へて居り，然も
困難な現在，目先の好況にのみ捉わ国内需要を充して筒餘りある能力を
れて,除命幾何もない老朽船を買漁有する造船業を,国民生活水準向上
ることは実に危険千万である。先般の為に利用しないのは，大なる国家
のマーカツ《ﾄ局長声明にも､日本は新的損失と言わねばなるまい。、

寺一

造により船腹を拡充すべきであると
－31－
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一 船の科学一〆

橇出産業として伸ばす為艫も船価

を欧洲以下に下げなければ受註は

到底望み得ない｡.然るに現実は我

々の希望に反して我国の船価は欧

洲に比して2～3割方高くなづて

居り，その為に外国からの引合が

殺到して居るに‘も拘らず，受註が

困難となって居る，この船価高の

原因として第一に挙げられるのは

何と言っても材料，就中，鋼材の

値段が高いことである第7次艘見
識について見るに原価に対する材

料費の比率は7割以上を占め，鋼
材のみでも約3割を占めて居る様
な状況で，搬価は殆んど材料喪で

決っ蕪了うと言うも過言ではない
我国の鋼材価格をベルギーの識出

価格と比咳すれば大差はな漣様で
あり鋼材の割高を搬価高の理由と

するのは一見理窟が成り立たない

様であるが，諸外国では国内向に

対して補助制度を採用して居る為
か，職出価格よりずっと安く，19

ミリ棒鋼についてベルギーを例に

とれば4月現在職出価格135～140

ドルに対し，国内価格は70～75ド

ルと言われて居る。然るに我国で

は織出価格140～.50ドルに対し，

国内向けの建値は130～140ドルで

あり，国内価格に於てトン当り60

ドル前後の開きがある。この様な

大きな開きがあっては到底船価の

面で欧洲と太刀打ち出来る道理が

ない。主要材料については少くも

欧洲の国内価格迄引下げる様何等

かの対策を講ずることが絶対に必

要であろう。間船価高の原因とし

ては，この他に発註が継続的でな

いことや戦時中の酷使による移械

設備の老朽化等も考えられるが，

業者の合理化に対する努力.は漸次

報いられ，船価の高腿を最低限に

喰い止めて居ることは，5次紹当

時の総I頓当り所要エ数が平均25工

数前後であったものが，現在に於

一方に於て北米航路を始めとして各

定期航路の再開が逐次許可されて居

り，我が海運の国際海運への復帰が

着々実現して居ることは誠に喜ばし

い限りであるが，我が海運造船界の

前途には以上述べた以外にも尚幾多

の困難が横たはって居り，この困難

を克服する為には戦前我国をして世

界三大海運国たらしめた一連の助成

対策に勝るとも劣らない一質した狸

力な対策の実施を政府に要望して己
まない次第である。

ては20工数以下に減少して居る事
一

実から見ても明らかである。
一

結 、び

待望の講和を間近かに控え，我国

海運造鋸の制限問題が論議の焦点と

なって居る様であるが、英国が主張

する如き制限が加えられては,海運
造船の復興，延いては経済自立に重

大な支障を来すことは必至であり，

我々は官民一体となって，制限緩和

に最善の努力を議さねばならない，

‘

、

船 塁の寝言

日本船舶工業標準協会

〃山'高五 郎

－－

我国の船舶界は存外急速に建直っことであるが，既に次になつたもの
て活況を呈し，筆者のような既に活は今更どうにも致し方がない。願く
きた現業のコースから遠く離れた鑿は残ったものをこれ以上傷めたり失
船まで慌しい往き来の船のウェーキーつたりしないよう護りたい。ところ
に揺り動かされている．船に寄筐すが現在これら船舶関係賓料の保管さ
る以外に能のない船鐡的存在にとつれている有様を見ると誠に寒心に堪
てはうれしいことである。こんな老えないものがある。

骨だも身体に故障なく動ける限りは 海国を看板にしながら海に関する

何か他の邪魔にならずそして多少な博物館も図書館もないのは恥かしい
りと世の役に立つような仕事に除極である。

生をささげ度い。 〃巷に汎濫する児童向の絵本は9分
何かと古いものに遠がれを持つの9厘まで汽車電車自動車で占めてい
は年寄りの通性である。二言目にはる。理科の教科書を見るとドラバル
今時の若い者は･…･と情まれ口を叩の蒸気タービンを汽船ターピニア号
くのもまたこの通性の現われかも知に取肘･けたと書いてある。それが文
れないが，この邇性も利用宜しきを部省検定済というに至っては誠に以
得れば若い人に出来ない仕事をしててトンデモバツプンの至である。
世の為に貢献することも出来る。筆 忙しい工場や会祗では用済の図面

者のような船愚は自然古い船のこ叱や雷類は兎角邪魔にされ，保管がお
に興味を持つ。それにつけて誰者のろそかになり朧なのは無理のない点

いつも気にかかるのは我国に於けるもあるが，賓料の保管整備が本格と

船舶関係費料の取扱についての国民もぃうぺき博物館や学校ですら当面

の無関心振である。診用のないものに対しては兎角注意が

我々は震災や戦災の為に多くの愛届きかねている。そしてその理由と

重な海事識}を失った｡,賊に惜しいして先立つものや人手の不足が訴え
－32－
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7月10日か11日頃挙行せられる筈の

賭れの五高卒業式に出席することも
出来ず，7月早々 上京して大学と邇 弓

絡し入学受騒の覚悟を固めつつあっ
た。造譜学科は，採用入員50人とい
うことであったが，愈々 となると，
きわどい処で結局入学試騨はないこ㈱
と}てなった。入学試験の関門なしに

もう大学生になってしまった。新学
期の始まりは9月であり，それまで
は別に宿題があるではなし，手廻わ
しょく勉彊するにも及ばず，勝手に
遊んで居ても差支えなく帰郷するの
も一策ではある戒長い汽車旅行を
往復するよりも，一生一代初めて徳
んびりした溌会であり何か有効に暮
らそうと，五高から共に上京して来
た学友数名と共に，富士山に登るや
ら，箱根に遊ぶやら？最後は三浦三
崎の二町谷の真砺寺というお寺に立
て繩って，夏中を海水浴や，城ケ島
廻りや,臨海蘂験所行きや,湘南各
，地の史蹟廻りなどで伸んびりと過ご
した。

愈々9月新学期が蛸まる頃には，｛
護め注文してあった制服も出来て居
たから，新入生という恥かしさはあ
ったが，意気揚々 と登校，最初の時

間が謹皆科主畷揮三好先生の講義
と､､うので好奇心も伴い，時間前か
ら指定の教室に着席して棒って居た

～

クラスの全員顔合せは，これが初め

てであるから，どんなわんぱくが混
って居るかわからぬが，同じ高等学
校から来た学友間の外は，言葉も自
然町嘩になり，案外靜粛であった。
待つ間程なく，小柄の，相当のお
歳と思われる三好先生が教壇に立た
れたの:で，さあこれから大学の講義
を聴くのだと，心を張切って構えて
居た処，先生開口一将，講義に入る
に先立ち一応諸君に話しておきたい
ことがあるとて，銭に所謂三好先生
の大悲観演識〔これは私のクラスで
つけお名称〕が始まった｡･その要旨

の際同船を註れたとてその写真を迭

られた同船の前身が軍艦であったく

らいのことは乗員も知っているが廿

七八年戦役当時の武勇伝などは知ら

れrていないとのことであった。成程
これは無理もないことで，同船は齢

既に60,商船になってからでも40年

その昔軍艦赤城勇戦の軍歌をわめき

立てて戦さごつこにpを送った当年
のワンバク部隊の残党たる我々にと

っても既に遠い昔の夢物語である。

しか_jその軍歌の主人公が今なお
達者で働いている。一見何の特徴も
ない地味な小貨物船であるが、その

昔を知る身にとって，誠に感慨深い

ものがある。老人が自分の過去に関

蓮のある古い物に接する心持は若い

人の想像も及ばないもののあること

は自分も年をとって見てはじめてわ

かったことである。旧い費料の蒐集

整理保管などにこの気持を利用し，

各自の年代に応じて自分の過去に接

触じた思出の記録や記念物を整理し
り似一式に継承するようにしたら前

職:鱸蕊驚濯藍
自ら防止され我国の海の文化の上に
大きな貢献がなし得るのではあるま

いか。

られるが，それよりも当事者の無関
心，熱意の不足の方が問題である。
過般或博物館にあった禁船の模型
を或処に移管した処，現品は前保管
所で箱にも入れず倉庫内の通路に放
路されてあった為，上部購造など原
形を止めぬまでに破壊されて修理困
睡を極め難着も相談に預かったもの
の，建造所にも図面は焼失し，他の
文献を探したが細部は判明せず当惑
したことがあるが，如何に不用に帰

した品とはいいながらこんな乱暴な

取扱をす葛とは誠に沙汰の限である

不幸にして筆者は他にいくつか同様
の事例を知っている。地震より騨箪
よりも恐るべきLは心なき人々 の船に

対する無関心の害である。
針供養，錐供義などの行事は日頃
使い捨てた道具に対するやさしい感
謝の現われである。我々 は雛に対し
てもこんな気持の現われが欲しい。
折角出来た海の記念日も近頃何とな
く影が薄いようだ。こんな機会に海
の切労者の表彰と同時に殻の働きを
偲びその功綴を頬える催があっても
よいのではあるまいか。
過般筆者の飴の懐旧癖をよく御存
じの愛媛県新居浜のK民から筆者が．
響て旧著の内で紹介した汽船赤城丸
(旧砲艦，明治23年進水)の同地入港

｜

p一

廷夕、ヘダヘエ、〃聖〆、〆建～シシ、ハハグ、
一

．、ノシーヘハハゾーーハーー

三好先生の大悲観演説

日本船舶工業標準協会理事長

湊 暦

－一

、ヶ、ごヘーーダ、ダーゴヘーもヘーハーハグーーーグーデー〆シシ

明治40年7月五高卒業の見込みが立
ち，愈々大学進入ということになづ

た。志望の大学および撰択学科は，・

色々考えた上で，東京帝大工科大学

造船学科ということに決めた。次に

直面した問題は造船学科に入学試験

があるかないかと､､う･ことであった

が，結局入学試験があるとのことで

－33－

三好先生｡､東京帝国大学エ科
大学造船学科初代の主任教授
ェ学博士三好晋六郎。明治43
年1月28日造船学教室の教授
室で蕊去。行年5職（当時の
日本式数え方による〕。
私は，郷里の豊津中学から熊本の
第五高等学校に進んだのであるが, 詞
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はっぎの邇りである。科した人も数人あった。
日露域争のあ.とを受けて，日本海私はj三好先生のお話を伺ってか
、蓮造船大発展の国是の下に進むことら考えた，大に考えた。併,し造諾を
になり，一面両3年前造艦学教室火撰んだことは，私には私相当の理由
災焼失の復興の際，教室も相当広くがあり，今更他のどの学科にも転科
なったので’奎々 昨年から定員50入したい,という学科がみつからぬ。言
となり，本年も50人入れることにな．いたえると，他のどの学科も好きに
つた。実は’私は遮信省管諾局船舶なれぬから，造艦から逃げ出しても
課長を兼ねて居て'海運界，遥般界の他に行き場がない。さりとて最後的
ことは大体よくわかって居るが,諸決意を固めるためには何かはっきり

伸

君が今から造船学科を修めて’3年した指導力が欲しいというのが，私
後に見事卒業の栄冠をかち得ても，の偽らざる真情であった｡そこで,私
日本の海運界，造船界の現状から椎は思いに除つた結果．まだお目にか
すと，とても諾君窒員を容れるだけ力Yつたこともなし造船の次席教授寺
の能力はない。卒業して当分就職ロ野精一先生を診',石川区久堅町のお宅
がなくてもよろしいというならば兎に訪ねて，実は三好先生から斯様斯梵

も角，就職を希望するならば'とても様のことを聞かされてクラスの者一
その望みは叶うまい。大学教育は必同迷うて居る様である。私も大いに
ずしも職業教育ではないが’学校と迷うては居るが，今更他に転科しよ
しても就職のことに無関心で鶴ありうにも撰みたい学科がない。三好先
得ない。諸君は篤と分別の結果造雛生は大勢の学生を預かられて御心配
学科を撰んで入学するに至ったことのことと察するが，いくら不景気で
であろうから’造熊学科主任教授でも抱容力が少なくても，卒業生皆が
ある私の口からは誠に言いづらいこ皆宙に迷う.こともなかろうかと思い
とであり，さりとて言わずに居るこ／ますが如何の御見透しでしようかと
とは猶更心苦るしいから申すことで難問題を申入れた。寺野先生に取っ
あるが，若し諸君の中この際当工科ては，確かに難題であったに逢いな
大学の他の学科に輯学する希望であい。肥って，丸顔で，朗らかである
るならば’まだその餘地があると思’筈の寺野先生，微笑一つもらされず
うから考えてみるようにと,全く慈六かし願をして私の言うことを聞
父がその愛児に告げる様な懇切さでき取って居られたが，糟や暫くして
述べられた。曰く，いくら不景気でも役に立つ有
この三好先生の爆弾的大悲観演溌・用な人間ならば3人や5人就職口の
を聞かされた私共新入学生一同は，ないことはあるまい。その3人5人
大学入学の焼ぴも誇りも一時に霧散の数に入る様に勉狸するさ，という
し，文字通り水を打った様に寂とし様な意味のことを言い放なされた。
て声なく,誠に静かなものであったそれ以上理窟も，説明も，慰安も伺
三好先生は’その日は別に講義され7う餘地がなさそうであったから，誠
ることもなくそのまま退室せられ，に有難うございましたと謝意を表し
残された学生もしんみりした気持ちて辞去し，他に鱸科することを考え
で静かに退室し，寄り寄り友人の間ずに，造錯学科をやり邇すことIく改
に考えを交換することに可なりの時めて決意を固め，一生懸命勉翌する
間を饗した。ことに決心した。
右の大悲観諭読に刺げきせられて明治43年7月卒業の際は,‘33名と
機械，土木，建築，採醗冶金等に転いう筌前の大クラス多過生産であり

一一・L4－－－－

、

時恰かも不況のどん底であったから

三好先生が心配された以上の就職難

に直面し，卒業証番を貰う際就職口

の決まって居たのは，海軍委托学生

＝であった池田耐一．，長崎三菱への高

島三郎，逓信省管船局への私の3人

のみであり，他はまともの就職ロは

なく〃大多数の者は学校からのお世

話もあり，戯須賀，臭，佐世保，舞

陶の各海軍工廠に数名ずつ，身分を

職工として採用を願い，日給1円な

にがし，胸に真鋪の番号札をつけ，

駅の改札口の様な処から出久りさせ

られることになった。尤も仕事は，

大学卒業生にふさわしいことを与え

られて，日々それに精進したそうで

ある。剣をつり，服装を韮えた造紹

中投士とは，形の上でも格式からも

雲泥の差で，若し差向いたならば，

お互いに量様が，おれがで済むとこ

ろをうっかりした言動は愼まねばな

らず，時と所とをわきまえるだけの

心遥いが必要であったであろう。そ

の後間もなく､，海軍が造船中技士と

して1，2名採用し，又第一次世界

大戦が始まった頃から，上記の真鋪

番号札組は，造船所に，汽船会祇に

遜信省に，羽根が生えて飛んで行き

夫々の道に発展し，本人としても，

叉造船界，海迩界としても大きなプ

ラスになった。

禅て私が読んだAuto-bigraphy

ofBenjaminFranclinの冒頭に近い

部分に自分は貧困に育ち色々苦労を

重ねて来たが，この自叙伝を番<に

当り過去を顧みて，若し人生を最初

から出直すことが出来るとしても,、

これまで自分の踏んで来た途を噸，再

び最初から繰返えすことに異存はな

い。本の著者がその雛2版で多少の

修正補足をする程度の修補が許され

るならば，それは望ましいことであ
るが，若しそれが許されぬとしても

自分は過去のありのままを繰返えす

ことを嫌わぬという意味の言葉があ

』
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つた様に思う。

私は，三好先生のお話を伺った際

転科した方がよかったか如何かは，

両方をやって二つの人生を比較する

ことが出来ぬ限り，判断の致しよう

がない｡造船に首をつつ込んでこの
方四十数年後の今日まで，私は自分

我々は少しでも安くして賃ひ度と思

い七重刀膝を八重に折り頼んで居る

が，玩次前半の新造総鋼材はく－乗

で5万円，エキストラ規格料を加え

ると実に5万4000円即150弗で引受

けて賞つた様な始末である。．

以上の様な高い鋼材を使う為め，

仮に'8'000幕量噸油鎗鑛々価を見る
と大体重量噸当り195弗位となり欧

洲に較べてユ割高となる験である。

処で外国に鋸を注文する事になると

船主は日本船価が欧洲!より少くとも
ユ割内外安くないと注文せぬ。茎理

由は監督，総員派遥費等相当経菱が

掛り，其上極東情勢に幾分の不安も

手伝って大型油槽諾なら重量噸当り
160～170弗前後でないと出て来ない

様に思われ，現に本年初成約した

J8,000噸油鮠船は重量噸当りユ55弗
である其後船価も幾分上向いては愚

るが先ず170弗前後で引受くるとな
、

れば注文は相当入って来ると思う。

引漉蝋限は欧洲の3年乃至3年半に
比べて日本はユ年半で引渡せるから

この点か見れば甚だ希望がある。

依って若し鋼材に対し鰄0邦の国
内価格が制定されたとすると，大型
油槽船に於ては現在噸54,00咽の鋼
材が約27,000円程安くなり，般価に
於て1億6千万円安く重盆噸当り6
万円166弗見当となり‘，外国値段と
充分太刀打する事が可能となるので
あるe

現在日本が鍜材高で総出が一向に
振わないのは，単に遥織だけでなく
重磯械車翻工業等皆然りである．こ
の難点の打解は一に懸って鋼材銑鉄
に国内値段を設定する事である，こ
れは製鉄業者との誌合で付く問題で
はない。矢張り疾本あたりで我国の
基礎産業をどうして持って行ったら

の謹んだ途造諾を撰んだことに満足

して居り，柳かも後悔する気持ちに

なったことはない。三好先生の大悲

犠演溌や，寺野先生の御鞭捷の言葉

は畷にとっては，私の決意を固め
る結果となったのであって，唯々感

謝あるのみである。、

！
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鐵鋼に二重債格を制定せよ

造舩エ業会事務局長

吉田佳雄晶

から3年半分の仕事を持って居り，

米国筋から国外に発注して居る船舶
だけで116隻194万重量噸ゞ 注文船

価3億7,500万弗に達して居る様な
盛況である。

これ等の半数以上は大型油総紹で

貨物船も含まれ重量噸当り193弗と
なって居り，之を油総船と貨物鰐に

仮に分類して見ると，貨物船ば重量
へ

噸当り200弗乃至210弗又派鯰船は

ユ80弗内外であろうと推定される。

因に米国での油砿船々価は210弗見

当である。《，

之等新造船用の鋼材は英国では60

弗前後で,鋼材の織出は英属領地域

を除いてやって居らぬ。叉独逸白耳

義等は鋼材輸出値段は150へ160弗で

あるが，国内用は70弗見当に据置い

て居るのである。この理由は各国共

鉄の侭織出するよりり鉄鋼材を原料

とする船舶重磯械車輔等の姿で輸出
した方が国内の関連産業全般に広く
仕事を与える事が出来国民の生活安
定に蚕すからである。

蹴って我国の現状を見ると，欧洲
も米国も鉄鋼繍出を制限して居る関
係上獄出値段が非滑によろしいから
我国の鉄鋼業者は其生産量のユ割内
外を印度南米方面に150～160弗で続
出して居る為お国内用の鉄鋼にも此
輸出値段が殆んど其雛適用されて居

．一一35－

朝鮮事変も勃発後約1週年を経過

し突如停域の話合が出て来たが新た

にイラン問題が危磯を盈み，叉タイ

国でも内乱が起り，所詮共産主義陣

営と自由国家陣営との対立は止みそ

うもない様である。我国は講和を目

前に控え自立経済の樹立は否応なし

に遂行せねばならぬ。この自立経済

に大きな貿易外收入を生む外航無の

建造も第5亥船以降約75万総噸に上

る優秀船が次々 に裳雄姿を浮べ,汐卜

国古船購入と相呼応して漸次外国航
蹄に就航し，待望の紐育航路も浅香
山丸，平安丸等我国現有の高速武物
船が続々と7月よ6就航する事にな
った事は欣快の至りである。然し我

外航船腹が邦船積取奉5割の線を保

持する為めには尚100万総噸の商船

の建造が必要であるのである。

然し米国の援助賓金が講和締結と

同時に一応打切られ，従って国内で

の建造賓金の調達が困難となり一方

鋼材値段の暴騰に伴う船価の割高は

船舶業者をして新造を見迭る様な室

気もあり，造船業の前途は楽観を許

さないのである。今列国は挙げて軍

怖の充実に迩進して居り,_之に伴い

油舵船貨物船の建造は非常に旧感で

あり，英国の如きは500万重量噸に

達する獅日を引受中で，同国の年間
建造能力130万総噸から見ると3年

ダ4

ゾ

１
１

いいかと云う事を検討し，現在野放

しになって居る各産業の調整を計っ

て行くべきではあるまいか。穐欧洲

で二重価格制を設定して居る国々が

1

、

、

I 可■

申 ▲ 一一一一己一



一

グ

I

、

〃

’

一 船の科学一

如何なる轤償を製鉄部門に与えて居

るか等々，折角外国の覗察旅行に行

く役人も相当ある様であるから充分

の調査と施策を望んで止まない。尚

我国の様な人口ばかり多くで賓源の

ない国は労力鐵出加工職出に依存す

るより外に手はないので，原砺や粘

結炭を亜米利加や加奈際から輸入
して圧延鋼材にして売る事は徒らに
運賃に喰われて仕舞う事になるので

●

〆

船舶なり車輌なりの様な完成製品に

して売れば関連産業に従事する数百

種に及ぶ業種が之に依り繁栄を来し

失業者の吸收も可能となる訳である

から祇会政策の面からも大に考える

必要がある。我々は産業界の璽員た

ると同時に国家の一員でふる,単に
自己の従事する産業だけの利益のみ

に専念し国の重要産業を疲弊せしむ
る様な事があってはならぬ，

、ヘーハハヘハ一一一一

日本建造の銅船を豆〈安〈

国際船舶工務所

榊原鉱止

現業を退いてから丁度満10年。此

ユ0年間の造船界の変化は誰も溌想し

零なかった程甚しい。往年の船質改

善助成法に依る吾国商船の質の改善
は目覚しいもので，高速優秀貨物船

油槽船は実に世界の突端を行き，殊
に後者の如きは世界の怪我，驚異の

的であった。しかしその当時でさえ

も，船体部に於ては，その艤装品で

は遥かに欧米船のソソに及ばないの

を痛感したものである。この造般の

船体部に対する附随工業の不備不完
は，一般エ業の水準が遥かに欧米に

後れているのに依るもので，西洋で

は附随工業が造般エ業を寧ろリード

しているのに我国では，反って造船

業が附随工業を誘導育成したとも見

られる。即ち造船本体の理論工作で

は更に世界にひけを取らなかったが

織装となると飴員居住設備の末に至

るまで，西洋の船に比べて情ない位

劣等であったと思う。

所でアノ世界第二次大戦以来の泰西

造船界との隔絶の結果，戦後漸く西

洋の事情が分うて見ると，今度は飴
体孵造に於て甚しい二大遅延が発見

された。白く電孤涛接，軽金属の広

範囲の使用である。そして艤装では

里

ｰ一ヘニ一一一一

反って意外にも大して驚く程のもの

はなぐ,~ただIノーダーだとか,ロー

ランだとか航海器嬢方面での発展が

目醒しいだけの様である。

繕てこれを前提として，今後『日

本建造の鋼飴を良〈安くするには』
との課題を考えて見る。先ず技術の

面では国内各造船所が戦後懸命に，
或は自働溶接に，或はブロック溶接
建造に血ミドロの研究をされて居

り，この数年間の進歩発展は実に物
凄く，欧来に近い溶接使用の賎も出
来，理論に於ても〔船型，推進理論

等の実用化等〕西洋に負けぬ域に達
したと思えるが，艤装に於てのハシ

ディキキップは益々 陸しく，今や全
く職入に待たなければならないもの
が多々 ある様である。今後は専ちこ

"

の方面の努力を必要とすると思う。

次は賓材の面で，殊に溶接用鋼材の
進歩の遅れで;最近もAB協会要求
の厚板に対するキルド・久テールの
j

問題の如きもその一例である6その

他輸入難に原因して木材，防熱材等
に至るまで充分愛の良材が得られな

いことは，各此等専門方面での科学

的研究に依る代材の案出が要求され
る。前者に対するデッキ｡コンポヂ

ー36－

＝

王

－

ション，後者に対する岩綿の如きは

既に周知のものであるが，今後は更

に，国内無産の金属等の代用品の研

究が要望されるであろう。戦時中の

此等代用品は『時』と云うファンク

ションに制約されたが，戦後はジッ

クリ落付いて研究する率が出来る。

金属学者，応用化学者，純理学界の

努力援助に待つ所が頗る多いと思

う。

茨には，安く船を造ることである

が，今の日本の船価が米国のソレと

は略同二，欧洲に比べては相当高い
その原因は，鋼材の高値が最大原因

だと云われ，一般に船用諸材料，製

品も西洋に比べて割高だそうである

，が，此等は製鋼業者，附髄工業者の

研究努力に依る価格低下に依るので

造船業者としては，所謂アッセンプ

リング，綜合工業として，如何にそ

の費用を低減すべきかにある。或人

は云う，最早企業整備，プロセスの

改善に依る播価低減は，行く処まで

行って居り'，この上術の施し様がな
い。鋼材等賓材面の操作より外に依

る所はないと。勿論叶うべからざる

所を叶えて貰って研究工夫の結果,

鋼材其他ゐ蚕材や船用雛装品を安価

Iこして貰う事も是非感わしいが，一

方自力方面一造船業での工夫，研究

努力を考えて見たい。

この事は壁頭述べた通り，長年月

現業と遠ざかっているので，云う所

が現状に添わず，磑笑の種となるか

も知れぬが，1，建造方法の一層の

科学的合理化〔フォーデイズムの如

き〕2，無駄の排除一之はプロセス

のみならず引いては，黄材使用の面

でも恢重に老うべきである。3，と

しては船価低減の最大素因と考えら

れる，従業員の努力－これは難しく

云えば，労働問魑(労賓協調の問題）

に触れて来るが，戦後我国鋸価の高

騰は，この従業員の努力の点が大き

なフアクターになっているのではな

、
一
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立法糖而卿ら全く離れたり単に検査
手数料割引に対する便法に過ぎない．

無意味な制度と化してしまった。即
ちこの間の変遷を表示すると．

逓信省管船局
〆一ン、－－－

船 鐺
舶・試・

験
課、所
一 一一

蕾襄騒蕾鬘
船査雄船検
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政、′裏験
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蕊襄霊譲“，
辮謹篶篤
課琶淫一軍

この状態の下に最も困惑して居る

のは云うまでもなく船用品製造業者
である。

現在業者は型式承認をとることに

よって爾後の検査手数料Iま物により
'/回乃至'/,00に減ぜられるが，承認を

とる為には試験により損耗するもの
とは別に完成標本を保存しなければ
ならないので，こ雷の最低2個の標本
を嘘かせる黄金がないばかりに，型
式承認を申請せず，みすみす高い手
数料を出してもそれは売価に含めら
れるから，直ちに現金化出来る一品
検査によると云うその日暮しの状淀
であって，従って商品のストック等
出来る筈が無く，不時の需要に応ず
ロ｜

ることは不可能で，研究的試作の如
き思いもよらぬ状態にあるものがあ
る。業者‘としては親身になって面倒
を見る中心官庁がないので，この窮
状を訴えるにも願付く島が無く，あ
たら良い技術なり研究心なりを持っ
て居るところが陽の自をみないで溝
えて在くことも少く城､侭

－若し然云い得べ<んば費本家と

も考えられる経営者側も，苦楽利得

の率を莞務著と共にし，同苦共歓の
～

一致協同，苦楽共公の共同同胞感に

,その基盤を置かねばならない。要は
羅営者,労務者の完全なる相互理解
と同情に立脚した完全な，スクラム
･ワークに依る｡讓賃〔工菱〕の低
〃

減への努力で，この事は引いては労
務者全体が各自自分の仕事と心得，
リー致して我国復興と云う大眼目の下
に結集し，材料節約も無駄排除・新
規工夫をもたらし，我国船価の低減
･の最主要素因となるのではないかと

〆

思うのである。‐ゥ

かろうか，ナルベク労働時間を制限

して，そして所得は多く:を望むこと

－成る程，世界的に認められた労

働条件はあるである.う。が然し，こ

の大戦で尾羽打ち枯した敗戦貧乏国
が，世間並の誌国と同じ労働条件で

晏然としていては国力の恢復は甚だ
難しくは無いだろうか。之を個人に

例えて見ても家が貧乏すれば主人始
め家族全体が一心一体，外眼も振ら

ず朝早くから夜遅く迄勉強してこそ

家運は挽回出来るのである戦敗国の

吾等は思いを此所に致す必要がない

だろうか。但しこれは単に造船労務
者のみに片務的に認要すべきでなく

■

一
●
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船用品行政の確立彊化を望む
運輸技研船舶織装部長

壬川義朗、
一

､ヘーーヘー､～､ハヘヘーヘーーーーーーハ～､～､ﾊﾍﾊーｼ‐､～一ハーーヘーーヘで､ヘヘーーー

ゆる方面にわ蝉ことと；〔ﾛ〕これ
ら製造業者が造総所或は港とは無関
係な所にあり，同時に多量に生産さ
れることと，〔ハ)その検査には各種
の精密な試騨設愉を必要とすること
等の理由で,船体,溌関に対する筑
術行政，検査磯購とは別に，相当の
設蹴と専門的技術者とを持った一磯
関を作る方が便利とされ，事実それ

によって本邦鋸開品界の健全な発達
を見て来た。

しかるに今次大靭の進展並に終結

の過程1こ於て，世備の変動が数次に

亘る役所の磯構改革をもたらし，一

管船局内I勅つた各部局がそれぞれ
、

発展的に独立した為に，船用品行政
溌構が分裂し，一鐘した方針の下に
運営することが困難となり，他方船

般伽が航行上必要とする備品，即
ち船用品には法定肺品と法定ﾀ蝋品
とあ,り，‘それらの品目は極めて多い
が．その製造業者は小賓本の個人経
営であったり，家内ェ業的のもので
あったりで，錘召業者に比べれば実
に微々 たる存在でしかない。従って
経済界の変動に著しく左右され，､簡
単に興亡するので，適当な行政的毛
段を講じない限りは,重要な法定備
品を常時円滑に供給し，船の蓮航Iご
支障なからしむることは期し難く母
常に優良な船用品の一定生産を確保
し，更に技術的向上を指導し’新考
案を尊重保談する為に昭和9年逓信
省令ﾙﾆよって撚用品取締規則が交付・
され，最重要怖品に対しては製造免
許,その他備品に対しては型式承認
の制度が実施されゥ管船局の一質し
た指導の下で紹舶試鋤がその技術
耐実務に桃って来た。当時の考え方
としては船用品は，（イ）化学工業，
繊維工業，精密職械工業その他あら

、

‘

rf
用品取締規則も捧律によらざる取締

令であるとの見地かぢく現行の臨時

措置的型式承認規則に改訂され，純
船舶検査磯関たる海上保安庁が窓口

事務を行うことになPた為，最初の
グ ー･－37．－－

今
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一かくの如く保護，指導政鐙に結び

つかない型式承認規則は此際考え直

さなければならないる良い品を安く

確実に需給出来る制度を設けること

6#こより無検査物や不良品の氾濫も自

ら防止出来ると思う。

．ここで当然問題となることはJI
S制度との関連である力;，元来JI

S化されるべきものは非常に大量生

産されるものとか,.常に交簿性を要
・求されるものであって，法定諾用品

としてはこのどちらにも属さ’ない場

合が多い。且新発明品とか特許品と
か直ちにJIS化出来ないものでも

宥効に即時船舶に推奨出来る点とか

‐般舶安全法の主旨_tiit内検査のみに

任せられない点とかを考えれば，船
、用品は別の制度によって保護される

．べきであると思う。

り長年股用品製造業者と接触して来

た迩議技術研究所としては，業界の

窮情を目のあたりに見ながら，技術

的なサジエスシヨンを与える以上に

何の権限もなくなり，《行政溌関に

付属する研究嬢関は大学Iと異り純研

究のみでなく，多少の行政面があっ

てこそ意味があると思うが〕保安庁

また検査面からタッチするだけで保

誰育成の政策を立てる立場にはないみ

、現在の機購下に於ては諾舶局が般用

，品行政の主体となるべきことには異

論はない筈だが，その船舶局が全く

専閉外の磯械課に船用品技術行政の

主管を置き，片手間的に取扱って居
今 回

るに過ぎないことは，船用品界に多

少の関心を持つ者にとっては誠に遼

・鱸である。

吾国の播舶が外国船に比し著しく
、見劣りするのは総体でもたければ機
関でもなく，一に織装によって決定

‘的な差異を生じて居るのである。か

〆って日本の航空鰻が単独の｛蝿Eに於

て世界の水準以上に達して居乍ら，

戦闘に於て惨級を喫した原因も全く

蝋装〔兵装では軸､〕を軽硯した結
ユ

、

果に外ならない。為政者も技術者も

華やかな結果に直結し得る総体，溌

関には力を入れるが，藤の下のガ持

的の艤装に除り熱心でないのｶﾐ,吾
国の今迄の実猜である。船用品は一

つ一つのものと･そ諾休，膜関に比し
て小さいが，三者鼎立して初めて船

が完成するので曇り，金額的に云っ
ても他二者とコンバラブルのもので

あるにも拘らず，頭角放霞され勝ち

であるままに盆々 進歩が遅れ，未解
決のままの研究課題が累稜されて居

る上に，今後船用品の範囲はドンド

ン拡大し内容は複雑化し電波航海

計器〔レーダー，ローラン等〕を始

め優秀な設備が実用化され，法定備

品化される世界精勢の下に於て，吾

国に於ても造船政策に関連して一質
した弧力な船用品政策が早急に樹立
さるべきだと信ずる。それによって

この方面の研究も生産も迫車をかけ
られ，国際的頽勢を挽回出来ること
を切望して止まない。

’

’
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漁 船界．の呼眼

水産庁漁船課長

高木 漣
~へ～～…～弓~~へ手～~~～～--～－ヘーヘー､子---‐

ひろ､海に魚がダダで泳いている

土地も飼料もいらず，收漣は年に幾

回となくやれる。漁船さえあれば%よ

巽嬢鶏鰯蕊皐雛
/

てあれから6年，その後どうなった

ことであろう。これまでにできた漁

船は50万噸をこえ，今でも8～10万

噸年々 つくられている。他の産業が
静かであったので，水産業は目立つ

たのみでいまでもなお，同じ歩みを一

‘つづけている。鳴物入りの水産界も

新興水産会祗系は殆んど経営難に贈

り，その姿をけして残るはきわだっ

て古くなつだ漁船のみ。それも昔か
らの漁業者の手に戻って地味な生涯
をおくっている。漁業経営はむずか

しい｡船頭と漁船のよ“しが決定
的である。一度故障を起すとその航
海の任込は無駄になり，次の航海に

もひびき，乗組員の給料その他艘に

ついたものはそのまま支出となる。

利益は漁痩收入と支出経費の差であ

るから僅かの差でも利盆で比べると

大きくひびく。新興会祗の倒産は漁1

雄成績以上に支出経登がかさばった

－－－38－

ことによろう。陸上経蛮が大きかつ‐
たのである。。一度成績がわるいとあ
との漁がよいと盛返すこともある
が，わるいことはつづく，たちまち
に谷底におちていくわけである。個
人船主は経饗がかからない。3～4

隻を通航さしても家族で陸上'づ用意
をすましている。会祗ではﾕ0人以上

の使用人をつかうことによっても差b
が生ずるわけである。漁業も中に入
ってみるとむずかしい。漁業種類が
変ると乗組員の勝手がちがい経験の
ある漁業者も苦い目にあう。同じ漁
業種類の漁船でも精々 5割ましの大

さの船まではやれるが,鱈の大ぃさ
となると叉手におえなくなる。かつ
お，まぐろ漁船で60噸の船から念に
鍋紹150噸を建造したところ，大き
い雛をもてあましている6戦後の飛
躍が経営の面にひびを入れて，この

ところ金融の駿嫌が水産に対してわ
るい。域後の金融界の協力に報いぬ
ためであろう。造艘所に借りがあ
る,鉄ｴ所に借りがある,果し硯、
込がないものか。

生産者がうる価格と消壷者が求む

､
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鉄エ所への注文が多いので，漁業に

支障を来すことは少ぃであるう。

元来,漁船ば売買の少ぃ恥で，
老齢諾としてうることがあっても；

経営がふるわぬか，輝農自身がよく

ないかいずれかの原因で売買され

る。前者の原因は後者から起るの

で，ユ隻の漁船をつくるにも愼重で

あるべきだが，蝿後のものはその点

に考慮が少かつたようだ。このこと
はある造紹所でつくった漁船につい

て売買がよくあるとするとどこか具

合のわるいことになるのでここらで

遠慮したい。、‘

それを遥かに圧倒するので，力のあ
、

る漁業者が新造紹をと心がけている

123万噸の漁紹の中,50万噸が戦後

のものとすれば，戦前はその残りと

なる。その殆んどが船齢10年を超え

たものである丈に補充が大切である

こんなに老齢船がある訳がないと

思われるので，漁船登録したものの

中にそのまま新諾をつくったものも

含まれるかも知れぬので，この9月

までに全国47万隻の漁諾一望一隻寸

法その他を銅べ直している。この結

果によって意外の事実があらわれる

かも知れない。新造船はそれぞれの

業種によって経験に富んだ造総所,．

る価格とのひらきが魚価ほど甚しい

ものはないであろう。5～10倍とな

る。米とか野菜はどうであろう。生

産者と消費者がもつと近ずく濃会が

あれば，この両者とも利益のある状

態で取引できることになる。中間排

除という方策となる。漁業者は一種

の働き蜂力棚き蟻である｡折角ぃの
ちがけで.とった漁礎物を水揚げする

とき値切られてもすぐあきらめて，

沖に魚を求めてでかける。これをく

りかえしている。これに気がついて

大きな組織の漁業者の中には渭鐵者

への近ずきを計って成功しているも

のもある。個々の漁業者もこの単位

に団結して，漁業者の收入をまl鞘
費者に廉く魚を売れるようにしてほ

しい。漁業協同組合では魚価安定の

:ために冷藏冷凍の設術をつくる対策
がとられているが，平均出費額20万

円ではあまりにも微少である。少く

とも2桁あげた組織として漁業者の

生活安定につくすべきであろう。

、戦後，いろいろの産業の縮少と軍

除の解散によって漁村人口がまして

農家でほユ人まかな､う土地のI房さも
わかるので判断よく他の職業にうつ
るが，漁業1まはっきりせず漁錯さえ

あれば臨単に生きていけると漁業人
口がますに比例して漁船の増加が著
しい。昨年末で47万隻，ユ23万噸と

いう大船隊になった｡沿岸漁業に対
する司令部から指摘された5ポイン
トについて，漁業者と漁綴が多いと
くりかえし叫ばれている。対雛とし
て資源を濫撞する漁業，即ち大型，

中型，小型底曳網漁船の整理がさけ

ばれている。いまこの漁業整理，整

備がおわれば漁業界も明るくなって
採算とれる健全なる漁業界を見るこ

とが出来よう。

この頃の漁船は技揃的にみると戦

前最盛期のそれとおとらぬすぐfれた

性能のものが次々 と生れて同じ噸数
でも内容のあるものとなって厩後の

へ（一一 一

ノ ルウェーと海運

川崎重工業専務取締役

山中

I

郎三
－

ノルウェーは欧洲の西北端スキヤ

ンヂナビヤ半島の西側に位し人口僅

か400万齢，其南端写近かき首都オ

スローが漸やく北緯50度位で，冬期

は夜の明けるのが午前八時半，日没

が午後八時，然かも太陽は低い処を

通るので正午でも日本の夕方の様な

明かるさしか有りません。其の上寒

気厳しく道路は常に雲に覆われ，朝
出勤する丈.けでも一と苦労です。其

れでもエ場は総て実働八時間制を採

って居りますので朔のかかりが八
時，帰りが午後5時ですから冬期は

真暗な内に家を出て真暗に成って家
りぃ

庭に帰る始末です。脈員は九時始ま

り,ですが其代り昼休みが有りませ

ん｡机に向って｢パン」をかじりなが

.ら仕事をして居ります。之れに反し

夏季は殆んど日の暮れる事なく，僅

かに2,3時間簿暗らくなる位のもの

で，此の夏季の間に身体に充分太陽

熱を吸收して置かぬと健康が保てま
せんから,所謂｢サンマータイム」を

一と39－－－

施行し，午後は海水浴や野外に出て

遊び身体を練磨する様にして居りま

す。即ち「サンマ室タイム」が実際

に役立って居りますが，吾国の如く

制陵な地域では除り必要はありませ

ん｡一寸餘談に入り､ましたが,其れで

は何か善い点があるかと言えば，蚕

源に於て‘も,地形に於ても,何一つ称

揚すべき点は見当りません。御承知

の通りスキヤンヂナビヤ半島は其機

断面が丁度『令」の字型に成って居⑨

りまして，其頂点が国露で左右に分

かたれ，右側の幅の広い方がスエー．

デン，左側の狭まい傾斜の急な方が

ノルウェーで，南部に於てば少し幅

が広く中央部より北は北誕圏内迄延

びて細長い帯状をなし，全休として

洽も「オタマジャクシ-1の様な形を

して居ります。海岸は大部分が断崖

絶壁で其間にフヨルドと称する入江

が沢山にありますが，海岸に於ても

平地は除り有りません。僅かに南部
の平地と山間の平らな処を耕してる

〆
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たb従ってノルウェーの海運收入は

年毎に向上して参りまして，本年度

の海運総收入は古船売却收入等を加

え少なくとも7,050万ポンド以上に

なる見込みで，本年度の新造鋸支払

を差引きたる純收入は4,300万ポン

ドと言われています。若しも目下建

造中の新造船が全部引渡たされた暁

には更にノルウェーの繁栄に寄与す

るものと思います。

詠って吾国の現状を見ますと大に

ノルウェーに学ぶべき点があると思

います，鍵にノルウェーを無資源国

と言いましたが，8千万の人口を抱

えた戦後の日本はノルウェーに比し

大差なきものと思います。現在はア

メリカの援助で辛うじて生活して居

りますが将来は如何にして生活zk準

を高めて行くべきか此際大に研究せ

ねばならぬ事と思います。然し戦争ノ
に依り賓源の大半を喪失した今日に

於てはソルウエー同様只海に出て働

くより外ありますまい。今後は海運

に漁業に海国男子の本領を発揮して

大に活躍すべきだと思います。

リカ沿岸のトロール漁業’北洋の鰊

漁業等,あらゆる漁業に活躍し叉,こ

れ等漁獲物の処理方法に於ても非常
に発達して居ります．オスロ.‘一の水

産大学は世界的に有名で,漁業,漁船

･漁具等に関する著書もノルウェーが

一番です･次ぎに海運業ですが，之

れ亦イギリスに次ぐ大海運国で戦前

約800万総噸の船舶を保有し，其内

外洋に出る商船隊だけで約500万総

噸，世界溌腹の7パーセント強を占

めて居りましたが’戦争の為め其半

数以上を失ったのですが，柊戦後は

直ちに官民協力して復興に努め，既

に其の8割以上を回復し，なお着々

新造船を発注して居ります。1952年

末迄には老朽船を廃却して，新造船
、.

と優秀な船だけで560万総噸の商船
隊が出来上る筈です。、

経戦後の5ケ年間に莱国に発注さ
れた大型船約9151000総噸，其他ス

イエーデン，オランダ，独遮等に約
’44万総噸の商船が発注されて居り

．まず。戦後は特に稜極的に進出して

来ましたので海運業に於ては反て英

国力§押され気味に成って参りまし

位のものて，農作物ば幾ら壜も取れま

せん。稜畜は相当やって居りますが

僅か4師万の人口に対しても食糧は

雲手雛駕､艇箪
はなだらかな傾斜面で幅も遥かに磨

く子野が沢山あり，海岸には美麗な
砂藻もあ雷り，無数の小島は総て樹木
で識われ，優秀なる鉄鉱石は国内至
る処に産出します｡地勢丈げでも比ご＝■
鮫になりません。ノルウェーにも森
林は相当ありますので木材及びバル
ブを諭出して居りますが之れもスエ
ーデンとは堕蝿塁趨りき性ん｡其他
鉱物賓源は殆んど皆無に近かく，僅
かに北部ナルピック港の近くに少量
の鉄鉱石を産出する以外に金銀銅錯

等は勿論，石淡も無ければ，石油も
無く，全く自然に恵まれぬ国と言わ
ねばなりませ(元従って生産原料は
無論の事，其他の物賓も大部分織入

に嫁たればならぬ状態です。其れに
も拘らず民の生活水準は日本よりは

遥企に高く，少なくも欧洲人並の文

化生活をして居ります｡最近世界各
国の国富認査が雑誌に出て居りまし

たが，其れに依るとノルウェーは兎

に角富裕国の部に入って居りますが

悲しい哉戦後の日本は辛うじて貧乏

国の部の最下位でインドネシヤやエ

チオピヤの如き超貧乏国に比し僅か

に上位に居る位のものです。

然らば何故ざルウエーの如き無賓
源国が世界の富裕国の部に入り得る

か，或ば又如何にして欧洲人並の高

度の文化生活が出来るのかと言えば
其れは只海に出て働くと言う事で

す。

従て古くから国王始め国民全部が

海に就ての関心頗る深く,特に漁業

に於て駐世界一で，毎年南氷洋の捕

鯨事業にはn～ﾕ2隻の鯨工船と140

～150隻の捕鯨船及び探鯨飴を出動

せしめ，南極捕鯨の大半は〃レウェ

ーが占めて居る現状です。其他アブ

.

ー

ダ

'～

船ル舶嶌眞集（,951年版）

定価150円.(送料35円〕
A5版妻麗装頓上質アート紙:140頁

（内容）戦後新造船在來船改造船識出船駿前優秀詔

外國優秀船

日本船腹要目一礒表

写真掲載船舶合計約190隻

｡

･
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船 舶､電氣装備

A5版400頁定価450円f送料35円)
石川島造船電気課長三枝守英箸

電氣の基礎智識・船舶の運気方式．發函聖電装置．

装置。配電盤甲板部磯械・機械部機械．航海機械．

逼信’信號装壷．霞気推進．睡鍼．電気的腐蝕．

I

1

(内容） 動力

照明，

、
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I
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寺デザインのあり方一

な面で祷成されたいわばとうふのような近代建築が新し

い美の分野を開拓した如く，潴舶も溌能と祷這の進歩に

より，すっきりした感じの機能的な美しさを表現したも

のでなければならない。＜例_fig2ブームの線はシヤ

ーに平行してsidescreenblilworkと共に平行線の褒

詞他の例グラビア参照＞、

I
デザインのあり方

（その1）

卒山了也 ’l
i

ー

外観についてはグラピヤで説明した通則であるが，ど
うすれば外観がよくなるかについて述べてみたい。デザ

インに関する限り，個々の船についての問題が多く数学

のような一般式にあてはめて出す事が出来ないが，比較
畠

的一般性を持った法則については次のような事が云える
だろう。

a、機能性と造形性との關係

船舶は駿能的なものであるが，すべて機能だけから形

がきまるものではない。即ち,Principaldimensionが，

走ると，その船に必要なderrick,mast,fUnnelの数と

か船員の数からハウスの甲板数大きさ等がきまり,GT

とDWそれにcargoの種類等から3islanderLでゆく

とかshelterdecktypeでゆくとかいった事が決って

来るが，それらの悪め方に造形性が入って来る。機能的

にも造形的膳もよいものが本当によい。＜例良『使えさ

え載れば形等どうでもよい」と云う論法は，造形性を無

覗じたもので無味乾燃コチコチ頭＞
b.造形性

』ヌ

（1）造形性が重要頑されるのは客船であり，比較的

少いのは貨物船である事は云うまでもないが，その何れ

を問わず大切なのはどんな感じのものを造ろうかという

事である。無理やりに押込み主義で図面を引いた船は出
来上っても主体性がない。大げさに云えばファンタジィ
ーを持つ事だと云えよう。＜例f'cleのみであとはfiush
にしてsheerlineもなくdecklineのすっきりと邇つ

た感じでゆこう(聖川丸fir1)他の例グラビア参照＞

里

fig21LEDELAREUNION
q

d･愛化性

統一と単純によく似た言葉でr単調」と云う言葉があ

るが,両者には明らかな区別菰ある。即ち単調と云うの
はしまりのない間のぬけたものの事である。単純であっ

て単調にしない要素が変化性だと云える。

＜例．マストの高さfig3>

ｲ

可

一逃具

,烈三､衿壺-了で了で〈|>、I

、

‐
一
工

亭
一
▲一

一一

烈
角屯一
一
一

金

～

、

、～

fig3デリックマストを前後端に持って來てう･ロ

フアイルに抑揚の愛化を十分につけ引締め
←るやり方

中高形式によるものでよくまとまるが同時
にフ･ロマァイルが柔〈なり，一歩間逢えば

単調となる。

e・プランの重要性
、

、外観の問題が論議されるのは,Profileとllol'geの

frontviewが大部分である。他は船首とか題突等のデ

ィテールとなる。Profileも結局はplanの種み重ねら

れたものとして出て来るので笏るから,elevatiOnをよ

くするようにplanを持って来るべく，より本質的蚕も

のとして考えなければならぬ。

f・デザイン過剰に陥らざる事
各部分のデザインはよくても，モティーフが多過ぎる

figl聖ノll丸

（2」磯能的に大して変りのないものは見た感じのよ

いようにする事。

＜例。廼突の太さと角度＞

c・統一と軍純化
デコラティブな要素で埋つた過謨の様式を離れ,単純

｜

’

---．虹・一一 “

＄
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己子

三

１
１

1

句

－雛の科学一
〃

と全体として錘らない。

＜例.AMERICAfig4>
iiハウスは白、

iii純度の高い色を船体全面に塗るのは不適，この場

合は

a・白を十分に混ぜて〔色彩諭的にはクロマを下

げてバリューを上げる〕調和色とする。

b9シヤーラインを入れて船体を軽く見せる。

Caフリーングポート以上の部分を全長にわたっ

て白色とする。少く共船首尾楼は白。

これ等は成功すれば非常によいがむずかしい。〔派

’手な配色〕

iV黒ずんだ色〔クロマ．もバリューも共に低い色〕は

遠くから見れ｝蕊に近く見える為,可もなく不可も
なし。（地味な配色〕

v白黒の配色は無難平凡で経済的。〃

〔東大大学院〕

町■

fig4A孔皿RICA
〆

AMERICAは明らかにデザイン過剰でおる。prorneo

nadedeckとboatdeckあたりは窓とボート．の配列

の美煙突は流線型ミマ渓.'､と煙突は傾けてスピード感
少‘〃

デリックは震能職こ直立，アメリカの族が書いてあるか

ら遠くからでも見えるだろちと云った調子。
〆

g・大げさでない事
＝

船を美しくするのには金がかかるb､これは雛に或る意

味に於て正しい。或る限度以下では絶対にいいものは出
来ない。しかし金をかければ美じくなるとは限らないし
叉黄金がなし､からいいものが出来ないというわけの．もの

でもない｡金をかけ過ぎたものに悪いものが沢山ある。
即ちデザインが大げさになって，ごてごてとしてしまう

のがそれである。これほ室内に於て特に箸じい｡結局デ

ザインの為のデザインに柊り工蜜もかさみ経済的でなく

なる。

＜例i極端なる流線形化。iifig5とグラビア

⑤のDONAALICIAと比較＞

I

舎泣別§ンカー船腹一覧表 (蠅雛）

Pb■■
D

ll
Dl

日本水産
’

三菱海迩

I

fig5POR征､BRISBANE

h・色彩と光線

形が同じであっても色彩により感じを相当に変える事

が出来るし，更に光線幻当り具合で同じ船でも種々 の美
しさが発揮される。

色彩についての基本原則は

i純白（又は明るいグレー明度頂以上〕は近代的感

覚を与える。＜例＃楡出船‘‘さくら”
iiグラビア④LaMarseillaise>
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アメリカのナショナル°バルク・

キヤリヤー会祗が播磨造船臭船渠

の地を卜し，24,000総噸級大油糟船

の建造に蒲手しようとして昨年来

各方面と盛に折衝を続けｼて居たが，

これは日本の造船界否寧ろ工業界

にとって大いに歓迎すべきことなの

で,蔭ながら起エの運びの一日も速か

らんことを所って居たのであった。

処で総司令部の許可も得られたし，

日本政府との交渉も打結点に達した

と聞いていたけれども，なか勘､起
ェの段取とはならない様子なのでお

グ

かしいと思って居たが，これは日本

に於ける物賓高のために謹期通りに

物事が進渉せもrず匙遅延を見て居るの全
だと開かされて如何にも残念なこと

■a

と思って居る。

大きな問題は鋼材の価格が定まら

ない処にあづたのである。建造する

雛が大油槽船である関係上幅広板を
必要とするのは当然である。処が日

本でそういう板に対し圧延可能の処
は日本製鋼所室蘭工場以外にはない

従ってNBC祗としても鋼材に関し
ては先づ日本製鋼所との交渉を開始

したのは当然であろう。抑も日本製

鋼所のこの施設は旧海軍がその建艦

計画上甲鉄を多量に要した際に，極

秘狸に申鉄製造工場として設備せし
めたものであって，デマーグ祗製の

高温高圧30,000馬力蒸気磯関附4段

ロールの圧延磯を備えて居る。この

ロールの長さは5m200,5m幅迄

の板が圧延出来るのである。しかし

もともと甲鉄圧延を目的としたもの④
夕。'

であるから,､附属施設は普通銅板の

量産には適して居らない。そこで経
ひ～

済的に銅板の量産を行うとすれば’

少なく共加熱城の改造，鋼板冷却台

剪断磯，検板磯等の装備を必要とす

るので錫るが，そのためには取り敢
えず2億からの黄金が要るとのこと
であった｡寺

2億からの融資に対する償却条件

と鏑阪受註量とは，此処の銅板価格
をきめる大きな要素であろう。差し
当り5隻分の銅板が註文されること
となったと開いて居るが。その量は

施設の経済的年間稼動盛とLては少
な過ぎるであろうし，また融蚕条件

も相当にきつかったのではなかった

ろうか。かてて加えて一般的な原料
高の影響もあったのであろう。噸当

り210ドルを下げることはどうして

も困難どいうことになった。NBC
：‐

祇は180ドルで折り合おうとして交
渉を盛に進めたけれども，逢にこの

商談は鰹まるに至らずして破談とな

り,NBC祗ほ更めてドイツより所
要銅板を漁入することとしたそうだ
'が，ドイツからは運賃をかけても,.．
鎭靜銅鋼板を噸当り180ドル以下で
入手出来るとのことである。‐

この商談の鯉ら‘なかったことは実
に邇憾である。室蘭工場は従来から
顕靜鋼さ製造していたので,此処で
は銀靜銅鋼板を出L得るし，しかも
幅広板の圧延が可能なのであるから
この施設の再興は造船界に寄与する
ことが極めて大なのである。従って
この再興に関しては船舶局も大いに

尻押しをして居たし,鉄鋼局も多芙
の関心を寄せていたのを知っている
浪人がこの施設の復活を期待するこ
とについては既に本誌第3巻第7号
に寝言を並べて霞いたが,NBCiit
との話が起ったときには実によいチ
ャンスが訪れたもの芯.とれこそ渡
りに舟だと心籟かに実の結ぶことを
希がっていたのであった。価格の点

－43－

グ

ー随筆一
つ

で話が鰹らなかった原因は,結局ほ
圧延量の点であったろうと想像され

る6何しろ大きな設備であるから受

註畳がそれに適して居らなしぶと採算
はとれない｡"それに先きの見通しを

迩潅に蕊見すること.は誰にも不可能

であるから,兎角選巡しがちになる

のは無理とは思わない｡施設整備に
要する裁用も耳額であるだけに，金

融業者としては種々と条件を附した

であろうことも想像に難くないもし

かし話が壊れて仕舞った今日，今更

繰言を述べてもしょうがないが何故

もつと稜極的になれなかったろうか

といいたい。一旦ここが動きだすと

なると,恐§〈は国内の航洋船用鋼
材としての註文がどしどしやって来

るであろうし,其の他の利用途も開

けて来て,･年間の所要稼動量を充分

賄えるものとなるのではないかと責

任がないだけに明るい見通しを浪人

はもっていたのである。とはいうも．

のの話がうまくつかなかったのは何

も当事者だけの責ではなて，国とし

てもつと力を入れべきではなかった

かと憩う。、

船を経済的に建造するためには溶

接の利用を大にLなぐてはならない

し，溶接を般体に広く用いて行くた

めには使用鋼街の切欠脆性の良好な

るものを使用しなく,てはならないこ
とは今や衆知の事実どなうている。
切欠脆性の点からいえば纐靜鋼がも

っとも良く，続いて半甑靜鋼綜付銅

の順となる。従って厚い板を使用す

る処換言すれば大型船用銅板には鐘

靜鋼が望ましいのであって，世界造

船界の躯勢は砿靜銅に向って動いて
いる。それに広幅板が手に鑿入れば
船殻工数を減らす上に大きな役割を
演ずるものであるから，造艦界は広

幅板を望んで止まない。2m,幅で我

慢して居るのはそれ以_このものが全

く入手出来な心ﾐからであって，何も

本心から満足している訳ではない；

勺凸
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．割合に廉価で良質鍵撰が提供されれ

ば,どんなにか鋤界は勢凡謙び
付くことであろう。手っ取り早く鍾

靜鋼が出来てしかも虜幅板が圧延由
来る日本製鋼所の施設を金融関係か

ら動かし得なかったのは，どう考え

て見ても遼確の極みであるみ‐

NBC祗では諸材料補壌類艤装品な

どについて，日本及び外国から見積

をとって比較検討して居るようだが

日本の見積価格がよそとは競争にな

らない程高いのには麓いた。例を鑿

げて見ると，義認1．ポンド当りイタ
リアが'4.5ゼント，イ器リスが'5セ
ントで入手出来るのに対し，日本で

は19.5セントだというし，シャフト

の如き鍛造品はアメリ分，イギリス
品が日本の65％の値段で乗る.という
のである。総じて補磯類は甘木の7
．割乃至8割だという。鋼管類も日本

のものは箆捧に高いと言われている

し，木材なども高い。木材は白木内

地でも木足を告げている黄源である
から織入される方がよいかも知れな

いが，盤木は勿論足場極まで捗って

来て船を建造するのだとなると一沫
の悲哀を感じるざ溶接捧の如きは日
本で需要量を超している生産が目下

行われているのに，日本品は1ポン

ド当り22セントとなり，外国品は8

セント，運賃を加えて13セント位

だそうであるのでは全く話にならな
、

い◎

NBC祇の最初の企図は諸材料補
～f

媛類その他を日本で調達し廉く油槽

《船を建造するにあったようだけれど
日､本品がどれもこれも高郷鍋ぎる
ため，結局は労力だけを使うという

ことに落ち付くのではないかと見ら

れる。しかしその労力自たいも実質／

的には必ずしも賑いのではない。最

近欧米の造船状況を見て来た人達の
．話を聞いて見るのに，欧米いずこえ

行って見てもWWの建造工数の少ない

ことに猫いてきているし，向うの人

逵の働らき振りには感心して帰って
卓一・，j

来ている。浪人は日本の能率が欧米

の1鴫のユだという言葉は必すしも

誇張でばなしぐと前に述べたことがあ

るが，事実向うの建造工数が少ない
参

原因中には，施設の相違による点な

ども手伝うにせよ，働らき振りが何

か大きく利均､ているのではないかと

思う。そうなって来ると日本は低賃

銀の低能率で結局は高いものにつき
一■

良いところは無くなって仕舞うので
はないかと思おれる。

アメ‘りかの油槽鰐を日本で建造す

ることは造諾の綜合性に鑑み，各種

の産業に好影響を与えることが期待
されて居たのに，日本の物価高がそ

れを阻むこととなづている事実は軽
に々見逃がすべきではない。総司令

部のマーカット経済科学局長が日米

経済協力使節団々長として渡米して

の帰任報告によって見ても，生産品
一I

の品質を国際標準なみに向王させる

‘ととも峰，そｵ稗の国内価格を国際
水準に調整する措置をとらなければ

経済協力はなり立たないことを明ら
かにしている。頂門の一針である。

新特需で有頂天になっている向きも

あるけれど，日本の工業的の餘力と

地理的好条件とだけでは新特需の受

註がそうそうは続く/ものでない。先

決問題として工業界はすべて施設の

現代化企業の合理化茜徹底して行0，
生産価格を下げて行かなくてはなら

ない｡重要産業への融費も日本の工

業界の有り方をよく見定め，目先き

の利潤の有無にのみ囚われて大局を
誤まることのないようにしなければ

な・らない。6月23日，政府はマーカ

ツト声明に対えて新経済政策を発表

し，自立経済に対する基本政策を明

らかにした。これに対じ望む処は其

の実行力$具体的であって高物価を招

く根本原因を是正し，もって産業の

興隆を築いて賞いたいのである。単

に重難鍵いう名だけにこだわつ

－44－

てはいけない。これをはぐくむ関連

｜産業の育成助長を忘れては重要産業
も肥料の足らない蔬菜となって仕舞

う｡関連産業中には中,l､工業者がか、
なり含まれるが，これへの対策が適

当でないと工業界は優良児となるよ

うな発育をしない。

国際価格との関迩において割高と
処

なgっている物賓の価格に対する合理
的な引き下げ具体策はこれから採ら’

れるであろうが，原料を国外に仰い、

ている製鋼業に対しては，必要なら・

ば艘価を引き下ぐるために国際価緕‘
と国内価格との差額分を造船用鋼材

補給金として支出するのも止むを得

ないのではなかろうか。外国船の建：

造に対して補助金を出している国も
あるのである。ただし材料屋を甘や．
かしてはならないことは勿論であ‘

る。折角飛び込んで来たよい仕事も
物資高で逃げて仕舞われては何に慾・
ならない，今迄の日本の物価高に対

しては誰が悪るい彼が熟､と詮議立
する必要はない。これからの問題に

対し政潰経済産業各芳面が真剣に協
ガしてその解決に当って貰えばよい
のである。

話ほかわるが，4，5の造船所で

受註したブラジル向2鰻000噸油槽船.Q
が9隻完成し引渡されてから故障が．

続出したということを耳にしてい

る。これは何も船体磯関の主要部分
に起きた問題ではなく，見ようによ‘

つては案外j隆<取扱われた処に起き

たものであるbすなわち吸排気辨の．

スプリングが全船を通じ約半分も折
損したり，冷却水ポンプの軸が折れ
たりなどしたのだと聞いているが，

これ等も結局は日本の物資高による

造船の悩みの一つのあらわれである‘－

う。

これ等故障の原因を簡単に擬摩す

る訳には行かないけれども，このプ・

ラジル船の受註価絡が当時の国内船

価に較べて瞬忌過ぎた由であるから
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引用した数字峰誤があったと｡しても

造船界を少しでもよくしたいと念願

するほか他意のない浪人の論旨にぼ
変わりはない。浪人が真の浪人であ

る関係上時世にうとく震っているの
は事実である。しかしあんまり嘘で
もないので以下指摘された数字に対

して柳か癖明して見よう。

HS造船所の油槽船船価を｡ﾕ総噸
当り81,600円と番いたのは，どこか

で浪人が小学生的勘定の誤をしたた

めである。約8万5千円になること

は船価'0億440万円をｴ2j300総噸で

割って見れば直ぐ判かることである

が’論旨はオーダーの如何によるの

であって枝葉の数字如何によるので
はない。

7女雛の油槽船を11万円云々 と.し
たのは見返黄金の勘定がされた時の

数字を採ったのである。実際はH造
船所が9．万餘円で2隻とったけれど

も’これはH造艦所が既に同型船を
2隻も建造し引き続いて2隻を引き
受ける関係上当然の値引きであるの

であって，新規の船としては一応妥
当数字としてﾕｴ万円を採るべきなの
である。その辺の事情をよく知って

居るぺき筈のHS造船所で大きな誤
りと指摘されたのはおかしい。
Y造船所の船に対してはあれに何

敦は経費節約の意味で簡単な榛磯類

は3流，4流の業者に箙く発註され

たのではないかと想像される。そう

してそういう処で使用している材料

は価格の低い無規格品であり，その

無規格品中に不良なものが混って居

たのではないかと思う。故障が船体

磯関の主要部分に起きたのではない

というものの，故障続出などという

言葉から来る海外の信用失墜は馬鹿

にはならない。些細な点といえども

疎かには出来ない。細心の注意が必

要である。

外国船を廉く引き受けると何処か

に大きな無理が行くものである。目

途のない飢餓輸出であつ「ては困るだ
ろう。本誌のこの5月号にパナマ向
け油槽船と船価と題して思う礎を寝

言にならべたら,HS造船所から

手荒いお小言を頂戴して恐縮してい

る。浪人の言葉が識すぎたためであ

ろう。しかしあの価格でほんとうに

利盆があがるのなら鍼に結構なこと

であって，折角のこと国内船もその

調子でやってのけ令，低艦価を放印に
造船界をリードして戴きたい。如何

にして船価を引き下げるかというこ

とは蔭ながら浪人が常に気にしてい
る問題で'ある。こんなことを並べる
のは如何にも大人気ないが，あれに

も数字をあげる必要はなかったので

あったが，筆の動く儘に載せて仕舞

ったのである。しかし8万円という

数字も全く因縁のないものではない

すなわちY造船所の最初の油摺調孟

指摘通り6万餘円であり，〔ここにあ

げた数字は小さければ小さ‘い程浪人

の論拠が鋭くなる訳である〕2隻目

の商談のあった鋸が8万餘円で交渉

されていたことを耳にしていたので

つい，その数字が書かれたのである。

この船は種々の関係で当局の許可は

なくHS造船所がそれを引き受けた

のではなかったか~と思う。餘りこん

な楽屋ぱなしはしない方がよいであ
つ

ろう。

日本の船価の合理的引き下げを全

休としてやらなければならないこと

は勿論のことである。何は兎もあれ

HS造船所で引き受けた油糟船が優

秀な成績で竣工することを所りつ塾

筆を掴く。ー

－

ロ

■

I
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正誤

6月号思い出す雛に

37頁錘鋲漫談中
第3段目の25行

約30秒間とあるのは約3秒間の誤
● ●

受移
一

船 内船員設備について

（63頁より）
1

な構造を要求している。ノルウエーユ7人まで1個81人より45人まで3個

暖房については,英国は患者の不映を防ぐため,寝台18人より30人まで2個46人以上4個
の頭部からできる限り，ラジエーターを離すよう規定し第十五条については，既にわが国の船舶にも実施され
ている ていることで，説明も要しないこ＆と思うが叉唯第2項

第4項の寝台数については各国は次の通り規定していの機関部の事務室が今後の課題として研究されなければ
る ならないと思う。

藻洲乗組員75人まで2個75人以上3個以上船員設備について述べてきたが，紙面の都合もあ
オランダ50人及びその端数毎にユ個り説明の不充分な個所もあろうかと思うが，近々の磯会
アメリカ，2人毎に，個〔但し最大限6個〕に要唾の問題について述べること鴎したい｡本文が読
フランス最小限1個 者にとって何らかの御参考になれば幸甚である。
英国適当な数〈運輸省船員局〕

“－－“，一一
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J
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第三圖南丸救助作業に就いて〆
一

西

ゆ

・米の所に，うつ伏せになって沈浸し
1．捕鯨母船の概況 硲首船底が僅かに'米ぱがり水面上
南氷洋捕鯨は鰺戦後日本に許されに現れているだけで，甲板には命中

た初めての遠洋漁業であるが,･戦前爆弾が二発あり犬破し外板には多数

は優秀6船団を途って活躍した日末の弾痕と駿械室左舷外板に魚雷によ

捕鯨陣も第2次大戦によりその母船る大破孔があった。更に島民の言に

の大半を軍に徴用せられ南方海面によると，この熱ま沈没当時より毎年
失った為,‐戦後はわずかに日本水産毎日徐々 に沈下し六ケ年間に約6米
及大洋捕鯨の2譜団を透るに過ぎずぱかり沈んだ由で,’このまま放蹄
その陣容も外国捕鯨鰕団に比べるとるときはあと二ヶ年もすると完全に
誠に貧弱なものであつ漣ゞ．没水してしまうであろうと言う潜熱・
「大型捕鯨母艘が欲Lい｣と云う出来ない状態であった。

一

数年来の叫びは狐り捕鯨業者のみな．、三方甘木水産としては昭和26年度
らず，国をあげての悲願であったが秋の南氷洋出漁に間に合さねばなら

、

之は幸い占領軍当局の認められる所ないと云う期間的な要求もあり，そ
となり，昭和25年度造鋸計画の中にの上占領下に於ける外地サルベージ
捕鯨騨皆を加えられ見返養金の支出であるから各種の政治的制約も加わ‘
も許可せられた。そこで日本水産でりたださへ困難な沈没状態にあるこ
は南洋群島トラック島に沈没してぃのサルページを盆々 困難なものに.じ
る元同減所有の第三図南丸を救助したが,呉船渠サルベージ部では沈船
之を内地に回航の上，修理復旧すると海底との関係を模型に作り種々 研
ことを企画し，大洋捕鯨では川崎造‘究の結果，周到な計画と優秀な技
船所に於て新し<大型捕鯨母船を建術陣の下に大規模な構想を以てすれ
造することとなった。

ぼ，我々の手を以て「現地5ケ月の

期間内にサルベージ可能_』と云う緒2．調査
‘論を出した。

時男

’ Ｉ
‐

DUSTRIALCOMPANYに渡って

いたものを買い求める手続をすませ

愈々GHQの許可が下り外地沈船救

助作業の試金石とも云うべきこの大

サルベージに出発することになった

のほ調査維了後5ケ月昨25年10月1
日であった。

、

、

（

’ 3．サルベージ隊の模様

派遣せられたサルベージ隊は作業

員170名に母船君島丸(800噸〕を主

体とし；鋤噸及2噸の起重機を架設
し得るﾕ000噸作業船2隻，之に潜水

船4隻，小型曳船2隻，内火艇1隻

運搬船(川崎船)2隻合計12隻の舟艇
と400kW発電磯3台を主動力とし

百噸浮力タンク95個，高圧室気化し

た排水用具，各種鋼索'50噸，電動

排水卿筒20台，電動ウインチ15台，

其他あらゆる器材を母船に作業船に
或叉漣綴船に搭載した。

今回サルベージの特徴の一つは内
地を離るること二千浬の遠洋熱帯サ

ルベージで凡ての物資は全部内地よ
り補給せねばならず，叉現地に於て

は上陸は一切許可せられず現地島民
との接衝も陸地の使用も出来ないと
云う困難な条件があった事で，この

ため全期間を邇じて5隻の補給蓮維
熊を概ね毎胤1隻宛，玉栄丸('0000
噸)，北寿丸〔4000噸〕，海幸丸〔4000

噸)，第十塵栄丸(800噸),利根丸<5

00屯)，を次々 に派遣したが敗戦国
である日本にとっては叉止むを得な
いことであった。

〆

／
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4．第三圖南丸の要目
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一第三図南丸救助作業一

●

深さ56ﾉー ﾕ0〃（17米32〕

総屯数19,209屯、

DW22,749屯

救助重量12,500屯

主磯捌気タービン付レシプロ

2基
●

SHP3000×2

速力12節-14.5節

建造昭和13年日立桜島

沈没昭和19年2月20日早朝

沈没原因2月17,18日の室襲に

よる

第2図

に穿孔した重油採取孑蒔,･数個の孔
を塞蟄一方40数個の船内鯨油タン
クに途気孔を.あけ，最初に排i央より
前に圧縮垂気を送った。前半部が完
全に浮力を持った事を確認して続い

て後半部区劃に蓬気した，この際魚
雷による大破孔のある磯械室には迭

気せず鯨油タ､ンクのみにて前後の釣

合をとる様浮力配置を決定した。

鯨油タンク縦繊隔壁のタイIxネス

は一部を除いて割合しっかりしてい

たため，溌想外の好成績を以て作業
、

開始以来一旬を出でずして旱や巨大

な船底を水面上に現わした｡.準,000

屯の圧縮室気が膨脹し乍ら見る間に

むくむくと浮び上る光景は誠に壯観

そのものであった。

．（2）移動

逆浮揚後，曳航に支障となる突出

物即ち，船首船尾楼甲板線以上の船
橘マ'スト，デリヅク，煙突，ウイ
ンチフラット，等を逆浮揚のままで

水中電気切断と水中ダイナマイトに
より．切断し，11月18日水深40米の沈

没現場から約2000米秋島の北岸へ向
って曳航移動した。

逆淨場

（3）第1回引起

うつ伏せのまま水深19米の所へ移

動を総り，広い船底の上で運動会を

開いたり野球をしたりして上陸出来

ない苦痛を晴らし第1回引起準備に
とりかかった。先ず離底にn個の

140屯水バラストタンクを取付け続当

いて上甲板の一部を気密と聯底に
180個の注排気辨，排水辨等を取付

け更に第2回引起しのための浮力タ

ジク索廻し方，第三甲板の気密作業

等を行った。

引起し作業は左舷鯨油タンクの空

気をぬき右舷鯨油タンクに圧縮空気

を追加し約30度傾斜した頃から船底

につけた氷バラストタンクが発効し
、

始め引起しば急激に進行し甲板面か

ら猛烈な勢を以て室気を吹き上げつ

つ傾きを増す。約60度傾斜した頃引

起しは一旦停止した。船体(_E甲板

のかど〕が海底へめり込んで抵抗が

増した為であるが，バラヌトタンク

を2個追加することにより間もなく

正横位置迄引起すことが出来た。

水深19米の地点を窪んだのは，こ

れより深ければ引起しは容易である

P

｝

一

5．作業順序の概略

約2週間の航海を絶え10月13日ト

ラック港に到着，同時に米民政部の

松疫をうけ必要な指示を仰ぎ，直ち
に荷役及作業準備を始めｴ7日君島丸

到着を待ってサルベージは愈々10月

21日から開始された。その方法は大

体次の六段階にわけられたず

(1)逆浮揚（さかさのまま浮揚）

〔2）稜動（浅し､所へ曳航す）
（3）第一回引起〔さかさ．より真繊

に引起す〕
0

（4）第二回引起〔真繊よりUPR

IGHTに引起す〕

（5）浮揚

（6）内地へ回航．

6．浮揚作業

（1）『逆浮揚

先ず外板面にある弾痕及海軍時代

I

1

90。
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代りに引起後船体が全没するし，浅

ければ引起途中水面上露出が多く従

って霧力の損失，引起モーメントの

低下が多いがらその何れにも好都合

な水深として19米を謹んだものであ

る。

（4）．第2回引起計画ノ

今回のサルベージで最も困難を溌

想せられたものは第2回引起作業で

限りある器材.で最も確実な引起方法

をとるため苦心惨胆計画の主力を

注いだ所で，その概要は次の邇りで‐

ある。、

上甲板及第二甲板ｶﾐ爆撃により大

破しているため船内浮力は鯨油タン

・クより外に望むことは出来ないし

かもその浮力は図によって見ればわ－

かるﾎ識皇総体の重心点より船底側に

あり引起した効果が少い。これを補

うだめに上甲抜側に淨力ﾀ.ンクを取

付けねばならないが次に概略計算に

よって見ても疹引起しの抵抗モーメ

ントは約10万米屯と云う潅大な蚤で

浮力タンクの20や30つけても及ば

ない。

、

故にユ00壁浮力;タンク約50個を必なるわけである。

要とし，現有ﾕ00屯タンク35個ではしかしこの考え方も詳細に計算し

若干不足し又不足のタンクを新造して見ると船首浮揚に限度があること

之等多数のタンクを蓮撤することはがわかる。.即ち水深19米の海底では

大変な仕事でもあり之を船体に取付船首浮揚量'3米、復厚角度11度迄で

けるとしてもその場所にも困る。そそれ以上船首を浮かせても浮力損失

こでタンクの代りに高さﾕ0米の引起が大きくなるばかりで引起しにはあ
しシャースを立て5屯ウインチを以"‐まり効果が食いことがわかった。

且…

て50屯の張力‘を加えるとすれば，1、ここで更に受圧部附近の海底が引

本の引起索を以て50屯X32米=1600起側に向って多少深くなっている様
米屯のモ?--.メン.ルを与え得るが，こな所を選ぶと引起しシヤースを使用

れとても僅か浮力タンクユ個分に相せずに浮力タンク20個程度を以て何
当する程度のもの天，器材運搬と陸とか引起し得る躯がわかったが，そ
地使用制限とを考えると適当でないの海底伐況は求め得られる範囲のも
と認めた。ので多少の誤差があっても作業に大
それではどうすればよいか｡、 きな誤算を生じない様な点を主眼と

支点Rの位置を船体の重心G点にし数種の海底模型を製作研究の上現
近寄せる方法を考えねばならない。地に於て捜索したもので，幸いに所
先』ず考えられる魁ことは 求の水深と海底状況を持った碓業海
(a)刊海底を堀ること面を得られた事はこの作業を成功に
(b)海底の凹凸を利用すること導いた主因であった。

この二つは何れも結瀧であるが海（5）第2同引起及船ｱ浮揚惟業
底が果してうまく堀れるかどうか， 上甲板側に浮力タンク1ヶ個を賑付
又利用した海底の凹凸に船体がうまけ;上甲板の大破孔に対しては船首
く合致しなかったり叉は凹凸が圧力浮揚後排ｼzk可能な程度の銅製塞板
のために変形したりすれば折角の計（'1米×81米)を施し，一方鯨油タン
画は画餅に帰する虞れがある。そこt‐クトツプの完全気密作業を行い鯨油
で根本に戻って何故抵抗モーメントタンクに充分な浮力を持たせた所，
が大きいかと云うことを再検討する船体は鰭首を浮揚しつつ徐々に引起
必要に迫られるわけで，これは商船・しを始め，2月'3日船首浮揚量'2米
の中央部断面が殆ど箱形に近いと云復原20度附近で上甲板破孔排水防部
うことが一つの大きな原因で,もしが水面上に現れ排水可能の状態のと
船体の横断面が丸かったら非常に経なった。
く起きるわけである。随って引起す 排水卿筒は500噸DC5台,500噸
前に先ず船首を浮揚させ中央部の箱AC4台,300噸DC2台,100噸9
形断面部を海底から戯し撫型が比台,50噸6台,.合計6300噸を充当し
麟的に丸い後部の方で船体重量を支其後迩日連夜排水及室気ブローを統
えると抵抗モーメントは非儒に少くけ，失効浮力タンクを附かえ，2月了

9M=103,500MT ’8.日復原角度50度〔右へ40度)後へ7
度となり第2回引起しは大体完了し

4M=24,000M江、
た。-

79,500MT銃ぱて後部へ浮力タンクを塔備し
卜は戸 後半部鯨油タンクの室気ブローを行

〕48 つたが，この際有効水面が少い割に
鯨油工場内は全船を通じ縦繊隔壁が

坤

ﾛ

~
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一第三図南丸救助作業一

いため如何とも出来ず；逢に低気圧

の中心にはいった｡無名の低気圧と・
は言え直径500浬の範囲は風速50節

中心”節と云う〆きなもので〔目測

波長100m,波高6nl砕けた波頂は張

風のため水面上に幾条も筋をひいて

飛ぶ〕乾舷9米もある図南丸に波が.・
打上げぢれて,仮設の便所も波除け

～

も皆流されてしまい操舵索は切断さ

れ，丸々2昼夜に亘り難航を続けた

が幸い無事切りぬけることが出来た

4月13.日午後r陸地が見えます，

日本が見えます」と船橋から叫ぶ声

がする。サイパソ島を見でぶ‘ち2週
間目の陸地室あり，内地茜出てから

夕,

7ケ月ぶりに見る日本である｡~ユ4日

和歌浦入港曳船玉栄丸に別れタグ

ボート4隻に曳航されて15日早朝相

生沖に投錨,-それよ･り約1週間，器

材卸しと残水7500噸を排水し,4月

21日無事相生第二鰕渠に入渠した。

内地出発以来，203日，サルベー

ジ着手以来183日，獄ね所定期限内

に完了したわけである。．因みに本紹

は今秋の南氷洋出漁に間に合う様，

目下播磨造船所に於て修理中である

が我々はその勇姿を再び南海へ迭る

事の出来る日こそ最上の喜びの日で

あると考えているの種ある。

~

一

、

第 5･図第2回

ないため遊水面が非常に多く，復原

性が不良であることが登想されたの
で,GMが負とならない限界としてり
前後傾斜を7度以上を保つ棟,~船首
を充分浮揚させたまま船尾を浮揚さ
せることとした。2月28日船体傾斜

右29度，後へ8度30分の時，船尾は
静かに海底を離れ続いて綴械室排水
3月3日船体は完全に水面上にその
姿を現わした。

しかし間傾斜右15度，後へ§度，
浸水量毎時400噸もあり，しかも排・
永卿筒はサクシヨンヘツドの関係上
殆ど失効したため浮揚したとは去え
油断は出来ず,引続き傾斜復原と残
水排除に全力をあげ3月6日霊に完
全に浮揚した。
思えば2月ﾕ2日，本格的な第2回
引起作業を開始してから聖日間，熱
辮雛暑の中で人も棲械も不眠不休の
活動をつぎけた。500時間蓮統運転
を完遂した発電綴や，コンプレツサ‘
－，30万噸に近い水を排出した排水
卿筒，錆と油とかきで汚れた沈船が
傾斜のために足場もなく，その上北
東の彊い貿易風に悩まされつつ，よ
く頑張り続けた作業員の努力，之等
のものは戦後再び昔の静寂に帰った
トラック裂礁丙に絡夜餃々 と作業燈・
の輝く日が幾日も続くのを目撃して
いる在トラック米人をして「勤勉な

引起し作業

る日本人にして始めてなし得る難作

業である」と賞讃せしめた。

（6）同航作業

浮揚後直ちに回航準備が始められ
が

た･曳航準備の主なる．ものをあげる

と，曳航用ピット新設，外板の完全

水防，操舵装置,60kW発電機二台

据付,50W無電磯取付,50名分の居

住施設，救命綴二隻，浮力タンク小

型潟蝉他器飾挙載固簿,等であ
ったが，3月18日曳韻玉栄丸が南氷

洋より帰国の途中トラックに入港し

船尾曳航装置を取付け，曳索7吋半

800米の結合を総つた°

何しろ2万屯の沈船を曳航し文北
太平洋2000浬を縦断すると云う珍ら
しい作業であb;曳航の途中万一の
事があれば今迄の苦』心､が水泡に帰す
るわけであるから曳航準備作業は髄
重に行われた，

3月23日曳航準備全く成った時，

トラック東方に740ミリバールの熱

帯性低気圧ジヨージヤが発生したた

め，その静まるを待ち3月26日朝，

5ケ月に亘るト.ラック島の作業に別
れをつげ,犬平洋に出た。平均速力
4節半，曳航力13噸，曳索深度48米

にて約2週間比較的恵まれた天候が

銃いたが4月''日右垣島附近に発生

した994ミリバールの低気圧膜遭遇
し，南へ向つ河云進したが速力が運

7．所皇
（1）今回の作業は終戦後初の南

方サルベージであって，今後南洋各

地に沈んでいる元日本商船の救助又

はスクラップ作業に対して大きな教

訓も賓料を与えたけれども，日本最

大の商船が救助ざれたのであるから

其他のものは凡て可能であろうと云

う甘い考えを抱いてはならない。沈

没状況と作業蕊壌を熟知して髄重に

対処し，小なりと雛も，決して軽覗し

てはならない。

（2）トラック島に関する限り島

民の対日感情は比較的良好でなる襟

に見受けられた。

7
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（3）遠洋サルベージ特に被占領

地内の作業は，あらゆる物費器材

の現地調達は不能でおるから･その補

給に万全の対策を講港ねば,-酸素1

本，溶接棒1束，のために作業期間

の延長を餘儀なくされる事力握り得

るから注意を要する。叉作業員の食

糧及水の補給，長期海上作業に対す

るリクリエーション設備の問題も重

要な事の一つである。

（4）・今回のサルペ屋ジは技術的
に見るど船体重量ﾕ2,500噸に対し，

自由に駆使しうる外力は約4000噸で

之を引起すためには議め決定する事
ガ困難な要素が多分にあ‘つたが・

船内鯨油タンクsタイトが比較

的良好であつ'た事

理想的な海底状況を有する引起

地点が選定し得た事等。

のために好成績を以て総了し得た

琴は成功であった｡“しかしその陰に

低多くの中から選抜された作業員の
献心的努力のあった事は言う迄もな
い事である。0

（5）筒作業逢行に当っては遙々

内地から派遼され我々(や'行を共にし

た,GHQ監督官DAUER氏及南洋

群島司政官ANDERSON氏1篭ラック

民政長官LAW氏の猿極的な援助を

得られた事ほ忘れてはならない。

叉この作業は我々サ〃ページに直

接関係した者のみによづて茂L達げ

得たものでなくす関係日本各官庁ぱ
もとより，祗蓮をかけた艘主日本水
産の絶大な援助と播磨造艦所の決意〃
に侯つものが多い。

〔7〕その翌朝20日0200詞費凝

沈没し細のらく夜明けには姿は見
えなかった

第三圖南丸沈浅営時の状況
沈洩前の状況、

〔1〕太平洋戦争の初期南方の重油

迩振に従事中昭和17年クチンで被雷
左舷後部No,1001LTANK.及

F．O.Tを損傷し浅野ドックで約6

ヶ月間修理をした。

〔2〕再鰄方に出航バリックパパ
ンで重油を満載し'､ラックに向け北

上中ﾕ8年4月24日0800壕,トラック島
西方300浬附近の所で磯械室左舷に

被雷約8000T浸水す:,この時畷死者

5名を出す。

（3）蓮絡により巡洋鑑五十鈴が救

援に来り駆潜艇を以て警戒しつつ曳

航せられ27日夜トラックに入港する

後部スキッドウエーは全没し，沈没

寸前の状態であった。

･(4>j.ラック島入港後約半年磯械

室浸水のまま放置されていたが,8年

10月工作鱈明石とトラック第工作部

の手により破孔にSteelCaiS"nを

あて排水.した｡

（5）内地回航の日を待ったが戦局

日日に不利となり詮にその磯を得ず。

没浅営時の模様

（1）昭和19年2月,7日0430頚より

トラック大室襲始まる，当時港内に

は約30隻の商船が居た。

（2）本船は最初船尾端附近に至近

弾をうけ，船尾楼甲板上癬造物を破

壊せられ火災を生ず。

〔3〕至近弾の弾片及shcCkによる

Caissonの緩みから磯械室に徐々に

浸水し始めたものと思われる。

(4)0900"500kg程度の爆弾一発

Bridge後方に命中し火災発生,

BridgeよりF6clにかけて延焼唖

死者29名を出す。この頃全員退熊，

舷は徐々に右へ左へと沈みつつあり。
〔5〕18日も早朝より室襲あり命中
弾なし。火災は既に止み煙のみ。
（6）19日午前左舷最後部Side
pfrtの下約1m位の所に水線があ
ったが1900頃にはpOrt下識すれす
れになった。其の晩ブイを離れて水
曜島方面へ流すつもりだったが
Cableが落ちるのでgaS屋が切らな
かった。

（7）その翌朝20日頃0200繊転沈没
したらしく夜明けには姿は見えず。
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一第一篇総司令部統計にあらわれﾅﾆ造船一
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工業生産局，‘〔製造〕エ業部,耐久品課,磯械班,織逢
機械係に属するエ業であり，之に至る過程は第2表に示
すとおりである。

第ユ表の各指数は最右欄！z造艘の場合で示したような
実演を月平均であらわしたものを基礎として，之に第1

表最上欄に示したようなウエイトを掛けで積上げて出し
たものである。

このウエイトは統計指数作成上，最も論義の対象とな

るものであづて,総司令部統計}ﾐ用いられたウエイトが
統計的なものとは言､灘いが，日本で現在用いられてい
る指数作成のためのウエイトの中では最も権威あるもの～
である。以下ウエイ.トについて少し詳述しよう。

このウエイトは附加価値と雇用量とを二段階に用いて

ある。

一
一
一
目緒

造船工業の重要性については事あるごとに喧伝されて

来て,非常に良く世人に認識されているが，過去及び現
在に於いて造船工業が日本経済中の如何なる地位を占め
ているかについては各人極<漠然とした概念を持ってい

るのみで，之を数字的にはっきりと認識している人は割

合に少ないと思われる。

′日本経済の一単位としての造給は，生産量(額)に於い
て，雇用量に於いて，国民所得に於いて，はたまた他産

業助長の要素（主要賓材の使用量〕に於いて，夫々 の部
Q

門で相当大きなパーセンテイジを占めていることは疑い

ない。そしてその各々 の部門に於いて夫々 異つ帯パーセ
ンテイジを示していることも叉疑う餘地がない。

以下3，4回にわけて種々 の角度から造船工業を検討
して見よう。‐，，

總司令吾蹴計の概要

造船工業の日本経済に占める地位を最も端的に解決

するものとして連合講総司令部経済科学局調査統計部
<GHQ,SCAPESS.,'PROGRAMSANDSTATIS
TICSDIVISION)毎月作成している日本経済統計

(JAPANESEEQONOMICSTATISTICS)というも
のがある。この所謂「総司令部統計」を解溌して本問題

を論じることどする。
JApANEsEEcoNoMIcsTATIsTIcsには

SECTIONI-INDUSTRIALPRODUCTIONと

SECTIONII-FOREIGNANDDOMESrlC

矛2表造紹工業の所周
り

１
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l

i
6’INDUSTRIALACTIVITY

屋童活・動

1

鯉
醐

一
一

諦
燕
弧
ク
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I(WDWFHMU"U聾リ
場3．･1
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饅園 鯉『伊瀞爾綱
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鵠§|W…m1(廓璽砺D
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I

垂騨駕鰭呼
SECTIONII-FORjJIGNANDDO刃唾srlC-(A)"2表に於いて第1乃至第4分類迄のウエイトは

COMMERCEの二部ある｡､我々 の問題を解決して呉れ附加価値〔総生産額より原材料代と燃料，動力費とを差

るのは第一部である。引いたもので，減価俄却I尊の場合差引いてないンによ
第1表はSECTIONI-INDUSTRIALPRODUC-る。即ち鉱工業と公金事業との肋ﾛ価値の総額に対する
TIONのうち造船に関係ある部分を拾い上げたもので中分類毎の附加価値の百分率を以てウエイトとする。
ある。即ち遥鋸工業は丁度筆者が白本政府の各省中の経＜Bj第5分類以下はその品目の属する第4分類の部門
済安定本部，その中の各局中の総裁官房，その各室部課のウエイトを雇用鐙(その品目の生産に従事した人員数〕
のうち経済計画室，更にその中の各班のうち交通班に所によって按分した百分率とす港。即ち採用品目を以って
屈していると丁度同じように,造船は産業活動政省,鉱その産業団体を代表さを,又鋤､価値総額を探つである

／－51－

、

』

〃

b

～

戸心



〆

一

、

~

一 ＝

I1

M
1I

～

＝

一般の科学一
ノ

一

1 表第 一

〆 戸夕

INDICESOFJA/D伽丁R/ALACTMTYAM)f伽に刀aV
４
。
０
ざ
も

( 産業活勤及生産指数）

c･岬驚総灘辨溌撫:錨4鰯雛卿洲職鰯灘撫嚇鍋
-1932－ノ936－ノ．0〃

、
．（昭和ワー〃手一ﾉ｡○）‐．

麟塗
3〃
(-#荷 焔S）DL〃βLE

朋肌〃C""

価ﾅ久品工策）

7WWS砿〃伽]叩妬7RML
mOp{ノロ剛

(鉱工索生産）

1MU57RIAL

ACTM7Y

(産鴬活動）

ﾉ例MWC7ME
丑

（工‘裳）

MdIIN駅Y
■

（ﾈ霞.ｵ戒,）

夕

Eα岬碓Ⅳ7

(輸送織械ク

醤
“
陸囎蝿一

ｗ
厚
上
金
肺
Ｔ
雪

1932(昭和7尋

1936(昭和"鋤

//､40

/8.6Z

‘:26

Z65

78.ざノ
B

〃､63

７
１
３
０

鰹
へ
弾

、｛

26.ﾀ8

3648

{U0.00

100.00 I
‐

〃弾4
9296

93/4
‘86／
/44/9
/Z399
27,67／

､1930
1931

193Z
1933

1934

ノ935
ノ936

66,0
JR3
6よぶ

宛8
方8,4
63．5
63.／

ダム4
ﾉZぶり
/攻2.0

(昭和5年）
（．6．）
（〃7｡）
（”『･）
（“9雷）
（''ノりり
（“ノノ"）

ﾒ24.タ
66．7

66．9

42Z
/03.3
/24､9
ﾑﾀ゙甑j-

%_Z
7Z7
7ヌ9

〃､4
/02:Z

/〃.3
/20.2

砥
砥
錘
邦
”
”
岬

２
７
８
８
４
６
４

卿.8

″,4

78．7

〃・ツ
ノ0/,4
"O,S
〃29

7Z.1

，73．4
羽.2

88．7

_/02.ノ

〃Qg
ノ2QO

’

色
基

秘
一

～

口の

〃8.8

/36.ノ
~

、

/4,“8
Ｅ
，
合
７
朗
均
Ｅ
平

ん
年

群
】

麺
和
９
昭

づ
β
″
〃
ｆ
、

『

Zf68j.783.4 83.3 〃､273.8 7n8

■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且

7932-36AvERAGE
（昭和7致嘆乎狗）

/0do 700.0 /J,933/00.0 /"a0参 /Oq0 /”0700.0

7937（昭絢ﾉ2
1938(・ノヨ

'939（〃郷
『940(〃芯
'94／（〃ノ6
94Z(′､ﾉ7
'943("13
qf4(･〃ノ9

945("20
946（”21

947’（〃22
9半8（。23
9芋9（・24
7夕0（”25
9､タノ（｡26

〃兎".（〃〃
･屍ム〈・Z
〃少倣ﾉ2(｡3

"APf:("4

:慨；：

判
う
り
り
Ｊ
ｊ
４
う
り
Ｊ
Ｊ
ｊ
、
Ｍ
ｊ
Ｊ
刷
り
９
Ｊ
〃
４

7937

7938
/939

'940

ﾉ94／

/94Z
7943

ノチZ8

芯6,9

6丘6
ﾉ66.3

ﾉ‘ｽﾖ.ノ

ブ6鼠ノ
ノ985

226．6

88．8
306

3a4

5製r

".Z
9f3

300.544865

3“942，346
261236,392

24ji434,/34
2"/ja/9/
3/Z.943,Sﾜワ

63/0粥378
"6a6/75,乃3
46j:06473o
Rj:3/3,232

J3:62'7"
ﾉ銅.4“4ﾉ0
96．3ノ､ﾇ,207
"a8,ノCZ"4

プチユ0
752.3

760.0

/6a0

770．0
164ノ
ノ9Q5

208．8

8Zノ
48．6

3ヌ7

脚.7

93窓
"2.Z

'23.単
ブ947

2“4

2ZE7

2”・ざ
●

262.9

3#紐9
432.2

/6Z9

祭10

忽6
7j:2

”Q7

プ27，8
⑨

ノ48.4
ノゴ0.8

774．3

'ノ78，0

ノ4氏8
ノ.r49

ノ63.タ
ノ6j:3

ノ7ﾉ‘さ

／64:6
/gj:3

Zjq7

8る.4

33.Z
梨Q2

j8.／

.77LZ

9＆8

〃2．8

ノ〃､0

ノョ0.8

ノジ・ヨ
ノ4‘α”

23QS

292．3

2945
3〃.6
30ざ.3

37“8
70ﾕノ

203.8_

239.ノ

266g

28α8
32&8.

34’6
5/2-8
7/aO
233.7

6α8

648
9丘2

〃4.丁
/2Q7

｜ロ

37α8

70ユノ

ル2雌3
4タノ.7

6Z､ダ

fZ7

9a2
"&j7

7/Q6

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
７
ｊ
Ｄ
Ｊ

I

2a308去
れ”3来
殖〃4牽
癖”崇

728．7

ノ2父2

7錨:7

祥纈

〃2.7

7ﾉ4.8
ﾉ3α7

/33､4
ﾉ4Z,8

750.ヨ

ノ64,9

ノ8丘8

/9ﾉ.8
2/3,/

/53.2

ﾉ70.8

20虫0
20ヌ2

ﾉ9z4
270．6

ZjX2

2“＃

患
↓
◇
亀
動
議
亀

ノ

’
(柱）米

糸米
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その月の生産堂上（て指鮫&算出Lてあき．
19珂年顕の箱鋒は速報に歩ソ不明の部分&‘ある．
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ので全休を洩らさず含むこととなる。るので，12年以降の生産指数を11年迄の生産指数とリン

第1表の標題下に註記してあるようにウエイトは昭和クさせるため，各分類毎の綜合生産指数の11年における

7年と昭和''年の2種類あって,ユ'年迄は7年ウエイト7年ウエイト生産指数が1'年ウエイト生産指数に詞する
を用い，12年以降は11年ウエイトを用いる。割合〔リンケーヂ･ファクター〕を12年以降の生産指数

この場合に，ユコ年と12年の間に生産指数の段落が出来に掛けている。
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一 論説一

機稜生産工業中に占める鎧船工業の
地位の謎蟇

第1表をグラフにすると第3表となるが，之に依ると

〆

之を式示すると

リンケーヂ．一昭和ﾕ'年の･7年ウエイトによる生産指数
ファクターー昭和11年の11年ウェイトによ塔生産指数

となり，例示すると．

1935年以後1945年迄産業活動，鉱工業生産，工業の各指

数は一群となつ星て同じ傾向を示し，耐久品工業，溌械，

第3表産業活動及生産指数比較表(a)

耐え獄エ葉一----------‐ノダ”－
協■｜“定

職械・'2”■目|（2埼竺一
鰯la_IZJA｣_｡

輸送掩猫一一一一一一

曲合絶一・一・一

リンケーヂ・ファクター

0.92925

0．9235

0．9739

0．9770

0．9798．

‘鉱工業生産

エ．業

耐久品

磯械工業

迩織磯械

等々である。

f

”〃

W
6"0

‘00造船工業生産指數

造船は工事期間が非常に長く，一つ一つが

大きなものであるから，他産業のように各月
の生産数量を以てそのままその月の指数作成
のデータとすることは出来ない。
即ち造船指数作成にあたっては毎月運輸省

船舶局造船課で作成してGHQに提出してい、
る銅船の竣工実績報告〔先月21日より当月20
日迄に報告のあったもの〕によりその月の実
績を含んで過去8ケ月の卒均値を以ってその
月の生産量とし，昭和7～11年平均生産愚と
比較して指数を作成する。
例えば或る年の1月10,000G｡'r、2月
9,000G.T.･3月11,.000G.T、41月12,000
G.T.5月1,000G.T.6月7,000G､T.
7月5,000G.,T.8月2,000G.T.である場
合，8月の竣工量を昭和7～11年平均と比較
して指数としたのでは餘りに指数I鍍動が多
いから1～8月の8ケ月のzF均値7,125G.T,
を以て8月の生産量とし之を基準年度と比較
するのである。之によれば各月の指数は常に
過去8ヶ月間の造船活動を表示しているが，，ﾉ”
竣工量を以て基礎データ．とする以上，依然各
月の真の生産活動状況を表示するものとは言
い難い｡最も完全参ものは各月での消藍工数
を基準年度のものと比較することであるが，＃“
エ数のデータは過去は勿論現在でも不完全で
あり，言うべくして行ない難いものである。
筆者の考える最善の錐は竣工実績の代りに進邑V

水実綬を用い，しか《顕在行なっているよう
に過去5～6ヶ月間の平均値を以て生達活動”
指数とすることであるがなお批判の齢地が多
い。
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第4判表艘舶製造工業の溌械工業に占める地位

可

昨年7月の朝鮮動乱勃発以後，産業活動殊に鉱工業生

産は月々 上昇を重ね，昭和26年度の趨勢は第1表に見ら
れるように自立経済計画で作成した産業活動指数125.2
鉱工業生産指数114.エを超過し，更に自立経済達成の目

標年度たる昭和28年度の141.8及び131.4迄も軽く一蹴
している。政府はために昭和26年度鉱工業生達見透しを
根本的に改訂せざるを得ず，本年5月に昭和26年度鉱工
業生産指数ﾕ29を見錘し，6月更に改訂しでﾕ40とした
が最近の動きは更に之を改訂してﾕ45程度迄持って行か

殖ばならぬと思われる程となった。造船工業は修繕以外
には直接轄需叉は新特需の恩恵は享受していないが内外

航の重要化に伴い新船建造の磯運が醗成された結果，第
6次追加計画，第7次前期計画が極めて順調に軌道に乗

ったため建遥中船舶の竣工が促進さ払,ほとんど昭和'2
～17年に匹敵する指数に到達して来た。

今後共之等の統計の力を借りて常匠全産業の中の一産
業としての造維業を認識することは極めて必要なことで

ある。近く本文錐頭に述べたGHQ,ESS,PROGRAMS

ANDSTATISTICDIVISIONはその統計華務を日本
政府に移袴する環定でいる･ことを新聞は報じているが，

他産業に伍して造紹界としても指数作成に全面の協力を

惜しまないよう心掛けねばならない。〔経済安定本部総
裁官房経済計画室〕

b －－54－
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－ 伊豆国と造船一

南洋は世界で最も進歩した独木舟を

造っている）これ等の殻匠達はこの

山の樹を伐り盛んに諾を造っていた

ものであろう。日本武尊が日高見の

蝦夷を御順惑の際,相漠国三浦半島
の走水仇ら上総え御渡海なされたが

その時の船の掌造に，この殻匠が奉
仕していたかも知れない。一体この

東海地方は昔から桟の遠地で，駿河
登呂遺跡より出土の木ばすべて杉で

ある。この東海の東端にある恢豆も
亦杉の産地で最近韮山で発堀された

独木舟2艘は何れも杉材である。こ

の様にして良船匠と良飴材とが相俟

って伊豆の国を造船国としたのであ
'

ろう。j.

祐菱(カラヌ）

斉熟昭は当鰄或召であって日本に
おける騨造の最初である。〔日本
書紀応紳天皇5.年〔西歴274年〕10

月に「伊豆国に科して船を造らしむ

長さ'0丈。船既に成り，試に海に浮
ぶ。便ち軽く浮きて。疾く行くこと

馳するが如し。故にその船を名づけ
て枯野〔カラヌ〕と日う」とある。

この枯野は軽野の間蓮であろうと云

われ，経は軽の事を意隊し，野は大
なる事をあらわしている。この枯野

と云う名は升輔皆の船名である汎或

はこの種の速い船の総称であるがと

の問題があって，一般には｢カラヌ」

→/｢カノー」→rカヌー」に変化し
て「カヌー」Cano暖こ通じる独木船
の総称の名であるとされているが，
ノ

錐者はこれは固有名詞の船名である’

綴悪霊篭鵜懸
る。本船は竣工後難波〔ナニワ〕に

廻航じている。所が伊豆から難波え
の途中には遠州灘熊野灘えの謎所
があって之を当時の船で航波する事

は難事とせねばならな､､。然るに大

和国に都して居られた応訓天皇がわ

ざわざこの遠い東海の伊豆に船を造

－55－．

らしめられたと云う事はよくよくの

事情があったと思う。如何しても伊
豆でなければならない理由があった

に相違ない。当時は祁功皇后の三
韓後乎定後で制海権は我が手中にあ

ったが，その三韓から来貢の船は恐

らくは日の本船よ-り大型であつだで

ある5。そのため体面上日本にもよ
･り大型船が必要となり，良匠と良船

材のある伊豆にその建造の白銅の矢

が立ったものと思われる。従ってこ

の枯野は南海型の殻であって，鵬＝

が高く上り，相当の凌波性を有し，

しかも進んだ帆装装置のある優秀な

，大型外航用の油木舟であると想像す
るのである。その材料は多分軽い杉

材であろう。狩野川中流湯党島温泉

附近の木を伐って造ったという事に

なっている。この附近は杉の産地で

ある。本船は当時狩野川口附近に
あった韮山辺で建造されたものであ

ろう。しかし一方伊豆風土記逸文に

'は，伊東温泉附近の日金山麓の楠で

造ったともあるが，これは疑問であ

る。逸文その物が後人の作で信をお‐

けないのである。当時難波辺の船は

現にその発刷物から見ても楠材が多

かったし，記紀に出てくる殻は蒲が

多いから一段に船と云えば楠と思わ
れているが，事実難波&委亘を外から発

掘される船には穂は少ない。特に束

海方面出土のものは何れも杉が主で

ある。叉前述の書紀の「軽く浮き．．･

･･･」云云とあること及びこの船が朽

ちて焼きその残り材で琴を．造ったこ

とよ､り考えても杉と思われる。杉は

軽くて加工も容易であるし，比較的

水に謡いので刺'話時代か'ら素斐鳴尊

は楠と共に杉を船材に指定されてい

て，杉は古来の良般混である。その

大きさについては長さ10丈あり即ち

'00尺であるb現在の尺と同様だと
すれば随分大型で当時無職日本一で
あろう。否古今を通じて独木船とし
ては世界一であろう。この尺度につ
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伊豆國と造船

南波松太郎

'IIIII1119'-00IIIIIIll'o<｡

伊豆は古来造紹国で史上いろいろ

の重要な船が建造され，日本造船
史上見逃す事の出来ない国である。

そこで伊豆の国柄と共に古文献に出

て来る重な船について述ぺてみよ

う。

伊豆の國柄

伊豆は元駿河国の一部であった

が，応耐I天皇の御代，之を独立せし

めて，伊豆国造〔イヅノクニミヤツ

コ〕を渥かれたのにはじまって，爾

来東海道十五ケ国の一つであり，現

在は静岡県の一部で二郡よりなって

いる。この国は日本地図をひろげる
′

と直ぐわかる様に相模湾と駿河湾と

の間で南方に突出して，恰も太平洋

の水を呑もうとする蛇の頭の様な形

をした半島で，常に暖流の黒潮に洗
われている。半島の脊骨は富士鞘火

山版の峰樗で,西海岸の炉の狩野
川下流の一小平野を除いては，殆ん
ど山で覆われている。しかし気候温
暖で樹木よく繁り，榊杉,標,楠
等の良材に富んでいる。叉この東海
地方は紳武天皇創業の御代より比較
的早く開けていた瀧である｡特に伊
豆は黒潮の波打つ半島で往昔から南
洋系の民族が漂着居住して居り，蝦
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夷が除財居らず早くより皇化に浴し
ていたものと考えられる。・････事実

伊豆には蝦夷が使用していたと云わ

れる縄紋土器が，古い方は到る所に

出るが，新しいものは少ない……そ

して南洋系の独木舟を造る良船匠が

多く住んでいたと思われる。（古来

、
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いては相当の疑問があって，その儘

/信じるわけに侭ゆかない。今100尺
とすると，当時この位の杉は容易に

入手し得た事であろうずこの木でつ

くれば艦としての平約幅は5尺位と

なるから船の長さと幅との割合が20

対1となって外航船としては実に不

安定である。そこで腕木式フロート

付きか双子舟の様に特別の安定性を

賦与する必要がある。そうでなけれ

ば少くとも平均の幅は12尺位でなけ

ればならない。これは不可能ではな

いが，構造が非常に複雑になって不

可能に近いのでこのﾕ00尺の長さに
車

ついては信用が出来ない,精々6～

70沢位のものと思われる。応脚天皇

はこの枯野を非常に愛用し給い，こ

の上なく大切にさ･れた。そして度々

この船で淡路や小豆島へ幸せられた

叉22年の夏4月』こ妃兄媛の寒心に感

じ，吉備への帰着を許されだ時には

淡路より88人の水手を呼び寄せお供

せしめられた。この時の諾もこの枯

野であろう。叉31年秋8月群臣に｢官

船〔ミヤケプネ〕,名は枯野ず伊豆国の

責なり｡;是れ朽ちて用うるに堪えず
然れども久しく官用となりて，功忘

るべからず。如何でかその名を絶た

ずして後葉に伝ふる事を得ん」と仰

せ給うた様に如何に愛用されていた

・か叉この船が28年の長い間使われて

いた事は如何に大切に遊ばされてい
も

たかがわかるのである。筒御言葉中

『如何でかその船の名を絶たずして

･･･…』を読む時は枯野はカヌーの総

称でなく，この船の名である事が了

解されるであろう。そこで群臣は仰

に従って相計り，この船の材を薪と

して塩を鍵かしめた所が500繩の塩

が出来たので之を諸国に頒ち艦を造

らしめた。忽ち500艘の船が出来た

のである天皇はこれらの船を小庫の

港に集められて御痴になった。筒こ

の曉残りがあったので，これは奇瑞

であると申して天皇に献上した。天

皇は大いに喜ばれて琴を造らしめら
←ゴー

れだ所，その香は亮々としてよく響

いたので歌をお読みになった。

枯野を塩に焼き其〔し)が餘琴
に作り鉦き弾くや由良之門〔コーウ

ノト〕の門中（トナヵブ＆海岩
〔イグリ〕に触れ立つ浸漬(ナヅ）

の木の亮々〔サヤサヤリ

応祁天皇の非常にお気に召した鰐

であった。

いづで舟(傾豆手夫禰）

.､万葉集20巻に大伴宿禰家持作と

､して
〆

防人(サキモリ)の堀江糟ぎづるい

づて舟梶とる間なく恋はしげけむ

このいづて〔伊豆手)に関して古来

ｼ､ろvくろの説がある。今従来のもの
を挙げて見ると，－

1）立ツ手舟．〃．

(i)片歳5挺,両舷で1q挺の穂
ある船とする。
可J

(iD片絃4挺，両絃で8挺の認

と舵とり1人の船とする。

2）厳手舟頑丈な船の意とする

3）伊豆出舟手を出と解鶴して
●●●

、伊豆より出でたる船とする。

4）伊豆製の舟手を物と解鱈し
●●

て伊豆で造った船とする。

5）伊豆型の舟伊豆鯉でなくて
‐

も，もつと広義に解縄して伊豆

製の船の型に倣った船とする。

等であるが，一般には1)の賛成者

が多い様である，約2,200～2,300年

前のも．のと云われる禰井県出土の銅
鐸の紋様としての職には9挺樋があ

り,'同時代の大和唐古(カラコ)古墳

より出土の壷に彫られた船には4挺

の樋がある。又約1500年前の宮崎県

出土の埴輪舟は六挺建てであるから

約1200年前の万葉時代には5挺建て

位の舟はざらにあったと思われる。

しかし遡に多挺の綱ま珍ら'しﾚｲから

絵や埴輪にしたかも知れぬ。とに角

1)の晩は一応は宛もである。しかし

－56－

この歌に防人が集り込んでいること

に注意せねばならない。防人は東人

(アズマピト)である関東の人々が召

しに応じて筑紫え行く人達で船によ

り逹州難や熊野難を航海して，難波

の堀江に入り，又遠く筑紫えと出発
戦ざ●

せねばならない。従ってこの船は相

当の凌波性のある紹首の高い大型の

大丈な船でなければならない。この

丈夫なと云う意味からすると2〕の‘

説がよいかも知れない。外航総たる

大型船に5抵寵は少ない，もつと多

くなければならない筈である。この

意味からして1）説には賛成し諭か

ねる。前題の枯野で述べた様に伊豆

は造船国である。それで伊豆製の船

という見地からして4）説は結構で
ある。又伊豆製の船は優秀〔？）であ‘

るからその型を採用した船と解釈す

る5）説も面白い。3)読の伊豆製は
よいが手を出と解釈するのは感心し

ない。何れも如何な船であるかにつ・

いては言及していないが筆者は別の
解釈を下して，－

6）伊豆方面製の南洋式大型独木

船，とする即ち山手とか行手とかの

手と解釈して，方向とかに考えだぃ字

そして倹豆方面(含東海方面)製の凌
波性のある船首の高い南洋式大型の

独木舟とするのである。当時難波辺

では中，大型船は既に新羅式又は唐洋

式の縫合般或は組立船に進歩してい、

る筈である。伊豆方面の文化が遅れ
ているので，尚独木舟を造っていた
｡と思う。難波人にとってはこの型の

船は珍らしくて人目をひいたもので
あろう。即ち同じ万葉集に江辺作と
して『堀江漕ぐいづての船の梶っ。

くめ香しば立ちぬ濡早み』があ，
る。これには防人の言葉はないがと

に角ぃづて舟は堀江に集まって人目‘
をひぃだものと思う。

あたけ

室町末期の所謂戦国時代に，北条
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は予てノバイスパンア(メ寺シコ）と

貿易を開きたいと念願していたので

早速彼を引見し，その貿易の斡旋方

を依頚し，アダムスに造らしめた大

型のﾕ20噸型の諾を彼に与えてメキ

シコに還らしめた。彼はこの船をサ

ン・ベナベンツーラ号と名付け，翌

年6月浦賀を解寵し，太平洋を減断

して，9月の半頃アメリカの力･ルフ

オルニヤに着き，南に下ってメキシ

コのアカプルコに到蒜した。実に本

船は日本製の船で太平洋を職断‘した

、

早雲五代目の孫で小田原の城主北条

氏直が，恢豆の国で軍艦10鯉を建造

して，これに「あたけ」と名づけた

この艦は恐らくは武田勢又は豊臣勢

に対して造ったものであらう。この

あたけの意味について下記の様に種

々の説があるが，その渕源は遠く昔

の出雲の諸手船にあると云われてい

る。しかしその原型は紀伊或は伊勢

から伝ったものであらう。‐

ユ）雄健の意味で頑丈な船とする

2）放逸の意味で敵を恐れず荒れ
廻る兵船とずる

3）将の座乗している船とする．
4）最も堅牢な安心して乗れる船
とする。即ち

孟子の「仁者人之安宅也」に拠
り安全なる意とする。

ろ）大船の意味とする

大般に乗った心地という諺のあ
る通り安全を意味しての大船
6）安宅荘の地名より来たるとす
るもの・

足利義詮が紀伊安宅荘の安宅氏
lこ淡路の海賊を撃たしめた。そ
の時の般を建造した安宅の地名
に依る。

等諸説区々 で何れも一理があるの
で何れとも定め難い。
本題の「あたけ」は無論軍艦で’
北条五代記にその鯉豊配置について
概要が記載されている。即ち片舷櫓
25挺西舷で50挺の船で,左右両舷並
に船首尾は糠(ﾑｸ)の板で鷲装甲
とし，約27米程離れた所から,毫人
持ちの鉄砲で打っても，弾が賀通し
ない鮫に防禦されている。乗組員は
水主(カコ)50人，侍50人その他で上
申鉦の外蹴こあるはざま窓から’
鉄砲を打つ聯が鼬錐る様になってい
る．,筒船首に噂大廼を据付けてあ
る堂々 たる装f蝉繼である。その
大きさ!ま大体5#､“0石位の船と思
われる：船材は俄豆の杉,澤等であ
る。．，

これらのあたけは沼津の南方8粁

ばかり南方の重須(シケス)を根拠地

として大いに武田勢や豊臣勢2戦っ
たのである。

このあたけが後隼あたけ作りとし

て文蒜の後に活躍し，或は豊臣氏の

日本丸，徳川氏の安宅丸の前身をな

すも銅で？日本軍艦史上重要な船で
、

あってそ．の特長となるところは速力

の早い事と弾丸除けの装甲とである

りベナベジツー.ﾗ號

､燕彙……"．
3ケ年近くの睡航を続けて，慶長5

年（西歴1600年〕に我が九州豊後に

来たので,徳川家康は了その船長ヤ

ン．ヨーステン，水先案内人英人ウ
イリアム・・アダムス(和名三瀬蕊針）

他一考を召して,いろいろ西洋の事
情を開いだ。家康は予てかち飴を建

廿

・造したく思っていた矢先なので，ア

ダムスに命じて飴を造らしめた。彼

は水先案内構人で造船按者でIまない
が長年造船所で働いていた理由で，
無理に仰せ付けられたわけである。
彼は．伊豆の伊東をえらび唐人河とい
う所で，天城の材を使って先づ80噸

‘型，次に120噸型の西洋型帆船各1，F′

鍵づ侭造り上げた。時は慶長ユ0年
〔西歴1605f序で,この2艘の船は日
本で建造した最初の西洋型帆雛であ
る。家康は竣工後本般を視察して非
常に喜んだと云う事である。当時は
船台がなかったので，その川の水を

堰き止め，川底に枕木を並べて，そ

、の上に竜骨，肋骨を組立て，工事の
進むに従って，枕木の下を掘り下げ
船の工を経るとその川上広耀を切り
一変に水を流して進水せしめたので

ある。これら2艘共江戸に廻航して

浅草川〔隅田川〕口に繋留してあつ

●
一

最初のもので，家康からスペイン玉

への使者としての伴天連及畳易読査
班として商人田中勝助他空名力擁込
んで行った。これらの日本人達は叉

日本人として平洋太横断の最初であ

る。

このサン・ベナベンツーラはL1)

日本で建造の最初の西洋型帆船であ

り(2)-日木製船舶として太平洋繊断

の最初であり，（3）日本人として太

平洋繊断の最初である所の三つの重

大な意味を存し，今より350年前己
に日本人の対外意気の大なる事を表
はしている。

徳川家光の安宅丸

本船は伊豆伊東で建造された江戸

時代における日本の巨鰡の一づで，

全通四層甲板の木造軍腫である。
、

慶長，元和の頃，大名や商人達が

競って大船を建造して海外との貿易

に従い，多数の我が日本の朱印船が

東亜，南亜の地域に楯躍した。幕府
はこの趨勢に脅威を感じ，幕府自身

閏

９

Ａ

■

■

■

■

０

■
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０

日

の防衛と叉一方当時伴天連の日本占

領謀略を排し鎖国を考えていた折柄

頻に西，蘭，葡等の外鰐か日本近海

に出没するため，家光は国防の見地

‘から優秀な大型軍艦の建造を計画し

、

た。･偶々 慶長14年（西歴1609年〕9
月，イスパニア領マニラの総督ドン

・ロドリゴ｡､ピベロが帰任の途大

暴風雨に遭い上総に漂蒲した｡家康

－57－

先に天地丸を建造したが，更に大型

の船を御船奉行向井将監忠勝に命じ

て,-伊豆伊東で造らしめたのがこの

安宅丸である。寛永8年〔西歴1“1

1

0
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の座敷には上級侍,.武装甲板には軍

兵，上板及第二甲板の一部には永主

等の居住区があり，第二甲板の一部

に厩もある。鎗内には米10,000俵を

種む事か出来；船底には満水を頼ん

でいる。

本恕は標，杉等を用いて，木組大

きく頑丈に構成したものと思はる。

加之上甲板上に全通二層甲板があっ

て殻体重量が過重となり.吃水が深く

なったであろうし，重心の上り過ぎ

によるGMの不足．トリムその他設

計の誤差によって操従意の如くなら

ず又不安定等のため，決局失敗に帰

して隅田川ロに蕊識して，徒ぢに風

雨に曝らしていたらしい。

今坊間流布の安宅丸と称する絵を
見ると，上記寵造の軍艦ではなく,‘・

華美豪署な遊譜のものがある。老う

るに軍繧に失敗(苗たから，これを改
造し，平安の昔を真似て竜頭鼬首を．

設吟，日光東照宮に倣って金銀の錺

を用い，朱塗り･等塗りの豪華な遊聴

紹としたの下はなかろうか。兎に角
安宅丸については種々の伝説があっ

て，2～3の安宅丸が混じ乱れて世

に伝わっている様な気がする。

露船シコナ號及君澤帆船

帝政以来東方政策を強行し，千島

樽太等の我が北辺に進出して来たロ

シヤは，日露修交を燕ねて，その国

境を定めるために，海軍大将クーチ

ヤチンを日本に派遣した。彼は軍鑑

を率いて嘉永6鋸〔西歴1853年)(米
ペルリ提督浦賀来航9年〕7月長崎

に入港し，定界を乞うた。同年=且

上海に引き返へし，再び渡来し幕吏

と接渉中，クリミヤ戦争の急なるを

聞き，翌安政元年一月急迩退去した

が，同年英#罐合艦隊の目を避けつ

膿，軍艦デ.イアナ号に座乗して，函

館から突如九月ブ鞭に現はれ京畿の

人勺を麓かし，翌月侭豆下田に廻航
,して，燕府当局と談判を継焼した診

一58－

〆

時たまたま11月型日の大海職で，デ

イアナ号は岩礁に触れ船底を損じ，

浸水覆没せんとしたが，船員死力を

霊して防水したので事なきを得た。

しかし英艦来襲の危険があったので

一日も早く修覆脱出せんとして，伊

豆の下田の戸田〔ヘタ)で修繕の率を

幕府に願出て，その廻航の途中，蔓

水甚し<百方手を議してもその効な

く沈没した。そこでプーチヤチンは

意を決して戸田で代艦を建造した。

これがシコナ号と名付けられ，二橋

のスクーナー型帆船であって，デイ

アナ号の様な汽鉛ではなかった。斯

様にしFてプーチヤヂン以下全員は日
本鵬及アメリカよりの怖船で日本を
去った。

このシコナ号の建皆は，上述の様

な事精のため，実に大緊急エ事で，

これに必要な物賓は，本国その他国

外から取寄せる間がなかったので，

天城山の木材をはじめ，掻脂から塗・

料を造り由す等あらゆる用品をすべ
て所在の物賓で間に合はせたのであ
る。

元来この戸田は，伊豆西海岸沼津

寄りにあって，水域は禰狭いが，風

当り少なく，海の深い良港で，昔か
ら和熊の一大建造地であり，伊豆の

非山の代官江川太郎左衞門の支配下
の地であった。太郎左術門は,釧夙に

国防の見地から大船の建造を考へて

いた所であったので，この代艦建造

‘に大呼好意を示し，優秀な船匠を
斡旋じぅ賓材を給する等種々 便宜を

与へ，その建造抜術の習得に特に意
を用いた。

我が飴匠は，この時はじめて近代
式西洋型船建造ｴ事に参加し，プー
チヤチン指導の下に，言葉は通じな

いが露人の設計する図面により,‘､稚
くその樗造を会得し，その建造の工

程並に抜術を実地につき修得した。

即ち竜骨を並べ,肋骨を樹て,外板を

張って行くエ事の順序，撫借，木材

年〕塗造に清し，竣工後同11年江戸

に廻航されたが，操従不如意で，繋

留のま墜となり，度々 修理を加へて
いたが天和二年〔西歴1682年）9月

18日解体処分された。瀦齢正に50年
であった。

木紹の大さに関しては種々 説があ
って，その長さ38間，35間，32尋，

30間或は28間等云われているが，当
､時の事だから計測の基準の差異によ
って多少の間達はあるであろうが，

除りに甚しし職である｡･天和3年3
月5日付の解体記録によると，長さ
31尋1尺5寸〔56.8米)，幅10尋3尺6寸

〔19.217米〕，深4尋.3尺(8ユ9米)とな
っているから，この寸法が正しいと

見ねばならないだろう｡‘

その配置並に樗造は前題の「あた

け」に則り，和蘭船を参考とした様

で，肋骨や竜骨等がある。その外幣

・全面に銅鈑を張って，矢とか弾丸除

けの装甲としている｡･外観は和闘風

よりも寧ろ宮本懇に近く，族，幟を

樹て繧らしている。･認造の概要は上

甲板と第二甲扱とよりなる全通二層

甲板諾であるが，上甲板上に略全通

の二厨の甲板があるから，全通四届

の甲板硯倣じてよるし唾最上甲
一'

板の前部に二重の矢倉(甲板室)が造
作されている。上甲板の舷側に，幅

3.6未,長さ47.2米,に及び武者走
りと呼ばれる廊下様のものがあり，

此所が操漕区で永主〔カコ)が櫓を漕

ぐ所である。その直上の甲板〔武装

甲板？〕の側部にも同様の廊下があ
って，その舷側にはざま窓があって

鉄砲や矢を放つに便利につくられて
いる。その直上の甲板〔戦闘甲板？）

の周囲には舷橋を焼らしている。操

・溺区の外側には氷主囲rカコカコヒ）
と云う板塀様の格子があって，水主

が敵弾に中らない様に保誰の用をし
ている。櫓は片舷100挺で1挺に2

人懸りであるから合計櫓は200殿，
水主400人となる。最上甲板の矢倉

ノ
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－伊豆国と造舶一

の恢接，釘固清の方法，その他松脂主として練習船に使はれていた。筒今から'200年前万葉時代に，難波で
から塗料を製し得る事等所在の有りこの内の一鍵蜻蛉丸は明治20年．〔西は伊豆手舟と_して特異の眼を以て見
合せ品を有効に利用することも覚え歴1887年〕迄我が船籍にあった。られている。それから800年経った
たのである。この建造が模磯として，その後軍戦国時代の北条の，おたけが造られ
家光の鎖国以来二百餘年間大船の艦千代田型，或は商船小菅型が出現たが，その設計者は恐らくは関西の
建造なく，その技術は忘れられ，辛して我が造船界をリードした。水戸者であろう。家康の2艘の船は，英
うじて闘書と首引きで船を造ったりの斉昭は，石川島で旭丸建造の際，人アダムスの指導したものであり，
外観だけを模倣し,船体線図,鍵抜目なく船匠を戸田に派し,代艦建家光の安宅丸は紀伊の造船家向井忠
その他諸設計要素が不明のため，折造工事に参加せしめ。造艘技術を獲勝の奉行する所であり，叉近代西洋
角竣工しても実際の役に立たず,何得していた事は注目に値する。型帆船の建造は露人ブー ﾁ告ﾝの
れも失敗していたのであった。所が こ.の安政元年の海蹴は幸か不幸か置土産である。然しこれらは伊豆が：

この代艦建造の溌会は,我が造船技偶然にも我が国の近*式造船技術修政治の中心に近く，又造艦用良材の
術発達に非常な貢献をしたのであ得ゐ磯会となり，我が造船発展の基産地である立地条件がよかったため
る。幕府は既に嘉永6年に，大船建，となったのである。筒この磯会は我であって，伊豆が造船地であった事・
造禁止令を解いていたので,幕府はが造船の先覚者の一人として，このには間達はない｡所が明治以後の造
安政3年(西歴1856年)太郎左衞門の江川太郎左衞門に敬意を表する次第船用材は鉄や銅に変り，木材ではな

申定により，同型船6艘は戸田で,である。参‘-、《くなった。悶くの産地とい:う事は問
4．鯉を石川島で建造し，各大名に貸 前記の様に1瞳は，日本造船史上＝題でなくなった｡剰へ交通の不便，

与し大いに大船の建造を漿勵した。劉期的な船ばかり造って来た。しか後方地区に産業施設の皆無竿近代
このシコナ号と同型船が厭謂君沢型も日本近代造船発達の揺藍の地であ銅船建造地としての立地条件に遮ぜ

と称せられるのであって，戸田の属．つたbそして伊豆国はたしかに造船ず；現今は造船国でなくなった，僅

している郡名「君沢」の名をとって．国であわた。しかし本当の意味の伊かに木造船所12ケ所，鋼造船所2ケ

船型名としたのである。本船の重要豆の造船は，古代独木般の活躍匪醗所で，しかも何れも小規模のものぱ

寸法は長さ8'尺'寸(24.57米)，幅23時代であって，其後半島大陸から新かりである。しかし去る大東亜戦争
尺2寸〔7.04米),深9尺9寸(3.00米）しい造船法が伝はり，縫合錯とか組において,鋼材不足の際木造船建造
で，日本人だけの手で造り上げた近立船の建造時代になると，造船の中に大いに活躍し，造船国としての名

代式西洋型船の最初である。その設心は安芸，摂津，紀伊，志摩，伊勢を辱しめなかった。
計並に購竺は共によるしきを得て，等の関西の地に移ったのである。（東京大学船舶工学科教授〕
第二次買船一観表〔26年4～6月〕26年6月現在運輸省外航課謝
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一 船員設備一
一

船内船員設備.について

松林俊，雄

一
《

一

最近わが国の新造鶏の緒内船員設備は，箸るじく改善

され，既に戦前のそれを凌駕しているが，この設備の国

際的基準であるシヤトル条約案は，･わが国の国際労働溌

関への復帰とともに，早晩その抹用を考慮されることが

讓想されるのでこの条約案の船員設備の要件についてと

わが国の新造鋸の状況及び諸外国の船員設備に関する法

規を対比しつつ述べて見たい。

第六催はシ粥員設備の構造二般について規定している
が，

第1項においては，船員設備の位置，出入手段,繕造

及び配列について一般的に必要な条件を規定している。
第2項ほ般脆，嬢関室等の特殊な場所から寝室への直

接の開口を禁止し,r且つ,､これらの場所との隔壁及び暴

露隔壁がウォーター・‘ﾀ･イト及びガズ・タイートであるこ
･とを要求している。ここにいうガス・タイ'ﾄの意味は，

エア・タイトと腫蓮いシ単に溌関室等から発生するガス

又は便所等よりの臭気を防ぎ得る程度の工作方法で足り

るものと考えられる。’

第3項は，寝室及び食堂の暴露隔壁は充分隔離性を具

えなければならなし､と規定されているが，これは従来工
作されてきた船室の内張板によって,-エア。スペースを

設けて暑熱及び寒気を防ぐことである。

すべてのエンヂン。ケーシング及び炊事室その他熱を

生ずる場所のすべての隔壁は，隣接の船員設備叉は邇路

に熱効果を生ずることのないように規定されているが，

I般員設備に隣接するときはその中間にロック・ウール等
を充韻して防熱工事を施じているが，邇路については従

来考慮されてし､ない。

通路の空気が熱せられて，これ力轤室，食堂等に流入

すれば,各室の気温を上昇さをるごととなるので,将来
通路に対する防熱についても考慮を払う必要があろう。

鑓4項及び第7項峰,内部隔壁及び内張板の規定であ
るが，現在わが国の船舶には，多くさね板が使用され，

その接合部が害虫の巣となり易いのでこれを防ぐ方法と

しては，楡出般のようにベニヤ板を張れば問題は解決す
るが；工斐が50パーセントないしi00パーセント近く増

加するので今直にこれを採用することは困難であろう。

かりに4ミリないし6ミリの薄いベニヤ板を使用すると

しても，7,000トン級の寛物船で，工菱が約廻0万円多

く要するので，比較的低賑工費で，この目的を達しうる

まう研究することが必要であろう。

第5項の規定は,暴露銅甲板の上に木甲板を作るか，
室内の天ﾄに内張りをすることによって，その目的を達

じ得よう。

第9項に規定されてU､る室内の壁面及び天井α塗装方
法及び塗色であるが，塵挨のたまり易い塗り方及び暗い

色彩のものは避けるべきであるが，自然光の充分入る船

室の塗色は従来の白色ぺｲ･ントよりはむしろ落ちついた

色感を与えるものがよいのではあるまいか。

第1頚は，床面甲板に，デッキ・コンポジションを使

用する場合は，.甲板と側隔との接合部はすき間を生じな

いように丸くして塵挨のたまることを防ぐよう規定して

いる。

第七條においては，換気につ､､て規定しているが，換

気装置の要件としていかなる天候でも，室気が満足な状

態で，且つ流通が充分なことを要求している点に注意を

猛わなければならない。

最近の新造船では殆んど穣械換気装置を採用している

が，碇泊中荷役絡了後においてその操作を停止すること

のないよう発電磯その他の原動力の能力について考慮し

なければならない。扇風溌を備え付けた場合も同様であ

ろう。

第3項において；いずれか一つで充分換気を確保でき

るとき叉は第4項の規定とともにいずれか一方を備え付

ければ足りることとなっているが，扇風穫のみを採用す

る場合には，扇風磯の能力，位置，数及び自然換気口と

の関係を考慮しなければ換気の目的を達することは困難
であろう。

鰡室の自然換気口の位置，大きさ及び数等が一部の艘

舶においては不充分であり改善の餘地があると考えられ
る。‐蹄

自然換気口の大きさについては，フランスでは出口，

入口とも1人について20crnn,スエーデンでは30cnZ3P

英国では3il_2ないし6ing,米国では6ingと規定され
ている。

、－

授械換気装髄はj室気調和装置の併設が望し､･のであ

って，これが併設された場合は，暖房装置及び扇風嬢の

必要はなくなるのではあるまいか。この面における今後
の研究を期待したい。

なお最近の新造船に装備された機械換気装置は次の通
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一 船の科学一～

りである。 は，船橋甲板以上では，比較的容易であるが，上甲板以

下では，丸窓の大きさに相当の考慮を払わなければ困難

であろう。‘‘

最近の新造飴におし､ては，多くは．300ミリの丸窓が採

用されているが250ミリ以下の丸窓を備え付けた船室は
〆

多くの場合晴天の日であっても電灯がなければ新聞を読

むのに不自由でなかろうか。

第5次新造船の換気装置調査表

船名|濃械換気装溝|電気卵溌|備考

ノ

第3項においては，緊急用の人工照明を

が，2つの独立した電源を要求しており,

ている2次電池による点灯装置もその一つ

あろう。

第5項ほ，乗組員全員の寝台に読書用電

るごとを規定しているが，わが国の新造船

規定しヱいる

最近設置され

として適当で

燈を備え付け

も漁欧この水

準に近ずぎつっあるように思われる。ノルウェー及びフ

するよう規定インランドにおいては，全員にこの設備を

している。

第-t條は寝室について規定し，第1項はその位置は諾

舶の中央部叉は後部の満載吃水線より上でなければなら＝

|識ﾝベド｡丸'”±|‘一J難岳農｜ ないと定められているが，わが国の新造船

が多く，満載は波浪が打ち込み船尾楼との

あるため，最近では殆尤ど船舶の中央部に
集中されている。

第2項は特別な場合に限って船首楼内に
ことを許している。

は多く三島型

交通が困難で

船員設備が

、

第八條は暖房に関する規定であるが，第2項におし､て

は,換気の場合と同様に,船員が乗船している限り必要
に応じ暖房を行わなければならない旨を規定してv､るが

これに従って充分な設備をすることが必要である。

第3項は暖房の手段について定めてあるが，換気の項

で述べた通り将来は暖気逵風が望ましいであろう。

第5項においては,普邇の天候及び気候で船員設備の
温度に対し居住に適するような標準を各国において規定

する様委ねているが,英国におし-ては一般船舶は,外気
華氏30度のときに，室内温度華氏60度〔摂氏]5度〕又戦
禽中の繊錨の場合は,室侭温陵華氏67度〔摂氏19度〕
と想定している。
ノルウェーに獄､ては摂氏18度以上，フィンランドに
おいては平均摂氏'8度と規定してV･る°

条約案の場合は，特異な天候叉は気候においては”こ

の条件を必ずしも保持する必要ないことは勿論である。

第6項は，ラヂエーター等の位置及び大火災並びに危

険に対する防護装霞について規定しているが，寝台に接

近して設置することは避けるべきであり，又アスベスト

板による火災防止，金属板の覆等行うべきである。

第九條は照明に関する規定であるが，第1項は族客船

におし､て自然光の入らない寝室及び食堂を吃水線以下に

設けることはできない旨規定されている。

第2項においては，居室内における自然光の明るさを

規定してし､るが，この規定程度に自然光を採り入れるに

照室と設ける

１
１
１

旅客船にお心虻は，第3項において，吃水線以下に船

室を設ける'ことを許してし､るが，石淡の溌

稜卸しを行うための通路の直下はその設置
いる°

第4項は寝室の床面穣は，属員のみにつ

込又は手荷物

を禁ぜられて

いて規定して

､､るが，ノルウェーにおし､ては，職員属員とも1人につ

いて次の各号以上と規定している。

1200トン未満の礁舶においては1,85mg

2200トソ以上30000･トンまでの船舶においては，

2．32Xng

33,000トンを超える船舶においては2.8Ing

但し,8001､ン未満の旅客船においては，その床面

穣は，前項の規定より10パーセント減ずることがで
きる。

1人’室の場合は，50パーセシト大きくなければな
らない。

米国においては，船員ﾕー 人につき容穣ﾕ20立方沢及び

床面積16平方眼以上を要求しているが；現状は遥かにこ

れを上廻っている。

英国は船員1人につき容識2立方沢及び床面穣'2平方
眼以上と規定されているが，実状は各船舶ともこれ以上
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一 船員設備一

である。

わが国にお心､ては第5次新造船に例をとって見れば，

3,700トン以上の船舶12隻の平均床面積は，ユ人室7.25

rn22人室3.60ma4人室2.32mgであって,4人室に

おいて，条約案と0.46m2の相逹がある。

第5項は，ノン・ホワイト・クルウを使用した場合の

緩和規定であるが，わが国の船員の労働能率は，他のノ

ーン°ホワイト・クルウとは同一に考えられないのでその

まま本項をわが国の船員に適用できないものと考えられ

る。

第8項は，寝室を各部別に設けること及び小型船はこ

の要件を緩和できることとしているが，前者につ＃､ては

従来からわが国においても実施され又各国共大体条約案

のよう臆規定されている。後者については例えばノルウ

ェーほ200トン，フィンランドは400トン以上の船舶に

のみ適用している。

1室の收容人員につし､ては第9項に規定しているが，

ユ室1人であるものは,甲板部，機関部，無線部及び事

務部の最上位にある職員並びに各当直の最上位にある職

員である｡第三号の下士官とは,｡この条約案では次の通
り定義されている。

〔監督的地位叉は特別の責任のある地位にある属員で

各号であること。

（1）100トン以上400トン未満の船舶においては，

］室4人

（2ノ400トン以上1,200トン未満の船舶においては
1室3人

（3）1，200トン以上の船舶においては，1室2人

但し500トン以上の船舶においては，1寝室に2

．人を超える下士官を收容してはならない6

第10項においては，旅容船の場合適当な設備即ち船員

の睡眠を妨げないような適当な措涯を講じたときは，ユ

室ﾕ0人までの属員を收容することを許している。
第14項においては，織窓のある舷側は1段寝台を設け

るべきことを規定しているが，採光上当然の措置で，第
5亥新造飴のうちにこの種の船があったように記随して
いるが，今後はこのような設置方法は当然避けるべきで
あろう。、

第16項は寝台の内側寸法を明示しているが，欧米人と
日本人の体格の相違からして幅はさして問題とならない
が’日本人の平均身長160極から推せば，適当な長さは

自ら算出せられるであろう。’
第17項の寝台祷造であるが，従来のわが国の箱型寝台
↑は害虫が潜み易い点から望ましい型ではないと考え.られ

国内の法令若しくは規則により又はこれらがないときる，諸外国の規定を見ると，濠洲，ノルウェー，スェー
は労働協約若しくは慣習により，下士官として階級づデン，ユーゴスラビヤはメタル・フレーム，オランダは
けられた者〕－木製ではあるが組立式，英国は金属叉はハード・ウッド
收容人員に関してノルウェーでは次のように規定して製等の各筈虫の潜み難いことに注意を払っている。

■

し､る。」 布団については，第19項に蕊を使用することを灘止し
ユユ00トン以上の船舶においては，船長及び士官はているが，現在のわが船舶は殆んど蕊フ1､ンが使用され
ユ人1室･て､､るが，将来について適当なものに改善するよう研究
2ユ00トン以上3,000トン以下の貨物船及び旅客船が必要であろう。

鎭台の床については,鋤,ノルウェー,ｽｴーデﾝのT辻官は1室2人以下

33，000トンを超える貨物船の下士官1室1人ユーゴスラビヤはワイヤ又はスプリング底とし，オラン
4200トン以上ユ,2001､ン以下の船舶の属員ユ室4ダはスティール底としている。
人以下 第22項に規定されたロッカーについて，外国の例を採
51，200トンを超える搬舶の属員'室2人以下れぱ,英即戦前の競定は高さ5沢6吋,幌'吋,深さ
6法律施行後に建造された7,000トンを超えるすべ］5吋，棚は上面より9吋下方とじている。
てのタンカーにおいては’熟練海員，操磯手及び操米国海事局は，そのセクションは20吋×24吋を標準と
缶手はユ室1人し’戦時中は18吋×21吋と規定した。
叉フインラドでは,次の通り雌してし､る。わが国の船舶について見れば士官用としては大約高さ
ユ400卜,ン以上の船舶においては,士官及び司厨長5沢10吋，幅24吋深さ24吋であり大体充分な大きさであ
ユ室1入 るが,属員用として使用されているものは，改善を要す
25001､ン以上の船舶におb､ては，甲板部及び機関るのではなかろうか。
部の下士官は部内にユ名を超える下士官がいるとき第十一条は食堂にっv、て規定しているが第I項の賄部

員に対する食堂の設置は，第2項，第3項とは違り，鞘は1室1人

3機械推進船舶における寝室の最大收容人員は次の々 緩和された表現であるが，わが国でも最近新造船中に
・－62－－
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一隻のみこれが設置されたが，将来は全船舶に及ぼすこ

とが望ましい。．

、外国の立法例としては，ノルウェーでは4,000トンを

超える貨物船で賄部員が5人以上の場合，ブイ.ンランド

では3,000トン以上の船舶で賄部員が4人以上の場合と

もに賄部員食堂を設けなければならか､と規定している

食堂の広さについては，第5項に同時にこれを使用す

べき人数の者を收容するのに充分なものと規定している

が航海中は勿論碇泊中と雛も通常の状態では全員が同時

に食卓につくことは殆んどなくそのコンスタントは総舶

毎に異なるものであるが大約全員の80パーセントないし
96パーセントであらうと予想される。

食堂の広さについては，濠洲のように1人につき9平

方沢，フランスのように1人につき10.75平方呪と規定
、

している場合もある。・

食卓の犬きさについては，英国は両側向合いのテーブ

ルの幅は24吋以上，濠洲では1人について20吋×15吋以
上と要求している。 ､

、第10項は術生上から卓子及び椅子の表面についての規
定であるが，最近わが国で一般に使用され始めたビニー
ル等は適当なものの一つであらう。
第十二条征娯楽室について，最近わが国でも喫煙室の
型式で設けられているが,外国における例として英国は
不定期の髭物船に戦時中甲板部及び磯関部士官用として
喫霞室を設けることを規定しており，最近の米国旅客船
は，士官,･下士官及び各部属員用の娯楽室を設けること
食物船においては,娯楽室として使用出来るより食堂に

幽騨鰯熟語謹製駕鰯ま蕊‘
項によって規定されるが，その最'1,限の数は第2項によ
って定めている。第3項及び第4項の「各部に対す,る便
所の割当」とは，必ずしも各部に施設することではない
算定の方式である。
算定方法については例えば，洗面器の場合は，6人及
びその倍数毎に1個その端数については4人毎に1個を
術え付けることが要求されている。
第5項のように特殊な場合については，ノルウ襄一の

規定は洗面器は100人を超えたときは10人について1個と
している。

本条に規定している便所〔ウォーター，クロゼツト〕
は和式と違っているので’わが国の場合は大便器，小便
器各1個当りの人数は当然増加すべきであるが，新追船
について見れば,､最大各1個当り7人最小各1個当り4

人となって居りその差が箸るしいが，その適当な数字は
今後の研究を要するであゐう。

第6項の溝水の船員に対する1日1人当り供給量は，濠

洲では1日1人につき2ガロン以上，フランスでは磯関部

員20リットル,そ‘の他の者10リツ1､ルと規定されている。

供給方法としては，アメリカ，ユーゴースラピヤのよ

うに「ランニング・ウォーター」を要求している。

第8項においては，便所の換気について，特に規定さ

れているが，船員居住居へ皇気の浸入を防ぐため，特別
の考慮を払べきであるまいか。

衞生設備の排水管，汚水管については，第10項の規定

に従えば，急激な管の屈曲を避ける･こと，適当な内径で

あること，適当な個所に掃除ロを設けて詰ることのない

よう臆施工すべきであらう。

第]'項は，共同衞生設捕の要件であるが，その第4号
に寝室から特別な場合を除いて直接便所に出入口を設け
ないこと及び他に出入口のない便所と寝室との間の透路

から便可『への出入口を設けてはならないことを規定して
いる。

第十四条は寝室について規定しているが，「三日を超え

る航行」とは港から港への航行時間が”時間以上である

場合であって，若し各港問の航行時間がそれ以下の場合

は一航海としての時間が長くても寝室の設置の必震がな

いのである。

各国の規定は区々であり，即ちアメリカ，･ノルウェ一

のように乗阻員が12人の場合，オランダのように50人以

上とした場合，又航行時間について云へば，濠洲のよう

に24時間を超える場合，アメリカ，オラゾダのように72
時間を超える場合となっている。

第箇項は病室の位置としては，三島型の場合は中央部
端艇甲板，タンカーの場合は船尾楼端艇甲板が大体適当
ではあるまいか。

外国の例について見れば，ンルウエーは船首又は推進

器の上部にあだ.る船尾に設けてはならないと規定してい〃

る。又オランダではできる限り他の船員設備と隔離する

ことを規定している。

病室の広さについては，英国，スエーデン，ノルウ土
一は寝室の規定を採用している。入口の幅は，担架が容
易に通れる広さを英国においては要求されている。
照明については，諜洲は病室の両側より12吋ないし'5

吋の丸窓によって充分な自然光を採り入れることを規定

し，英国は，できる限り，大きな丸窓より自然光を採り
入れること及び特に移動できる電灯を設けるよう規定し

ている。通風については濠洲は12床の病室に対しては直

径6吋の透風管3床の病室は，直径9吋の逓風管を設置

し,､且つ,扉もベネ､,ヤン式等適当に通風できうるよう
〔45頁へ続く〕
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造艦所名

藤永｛田

播・磨

束日本（七）

日立〔因）

〃（向）

石川島

関門

中日本（福）

日本鋼管〔鶴）

西日本（長）

尾参道

塩山

昭和
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計14隻
、

16,462噸

⑨

月分 240円3ケ
‘豫約蕊讃案丙種々の都合で市販は極く少数ﾙﾆ限ら

れますので，本誌確保御希望の方は直接協会宛御申込み
下さい。バックナンバーも備えてあります。

獄算6ケ月分480円〔送料共〕
‘ユケ年分960円

予約者に限り売価95円として精算致し予約金切の際は御通
知します。
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